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「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、各教育委員会におい

ては、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その結果

に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することとなっている。 

本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果た

していくために、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 27 条の規定に基

づき、平成 24 年度の教育委員会の点検及び評価をまとめ、教育に関する学識経験者

の意見を付して報告するものである。 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

那須烏山市教育委員会委員名簿     （平成 26 年 11 月 30 日現在） 

職     名 氏    名 

委  員  長 滝 口 由美子 

委員長職務代理 澤 村 豊 純 

委     員 岡 﨑 孝 雄 

委     員 阿久津 昌 子 

委員（教育長） 池 澤   進 

（敬称略） 
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第１章 教育委員会の点検・評価 

 

１．はじめに 

本市教育委員会においては、「那須烏山市総合計画基本構想・基本計画」に定める「人と文

化を育むふれあいのまちづくり」を基本理念として、新たに「那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ」を

策定し、那須烏山市の教育振興のために様々な施策を展開してきた。 

また、全国的に教育委員会の在り方が問われる中、本市教育委員会においては、毎月の教育

委員会議、及び各種会議や各種ｲﾍﾞﾝﾄ参加を心がけ事務局と連携しながら真剣な議論によって施

策を推進してきた。さらに、会議のみならず、現場の意見に基づいた議論を行うために、学校

訪問や関係施設訪問、他市町との意見交換会・視察等を行うなど、活発な活動を通じて教育行

政の推進に努めてきた。 

本報告書は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 27条の規定に基づくものであり、

平成 25年度の教育委員会活動を振り返るとともに、教育委員会として重点となる主な事業につ

いて点検・評価し、さらに、本年度の活動状況を加えたものを報告書として、事務点検・評価

会議に諮り、学識経験者の意見をもとにまとめたものである。 

 

２．教育委員会議の開催状況 

教育委員会議については、原則として毎月１回開催し、平成 25 年は合計で 11 回開催した。

＜教育委員会議は暦年（１月～12月）＞ 

 

３．教育委員会議での審議状況 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26条及び「那須烏山市教育委員会事務委任

規則（平成 23 年 10 月 25 日改正）」第２条第１項及び同条第２項の規定に基づき、平成 25 年

は 11回合計で 46件、平成 26年１月から３月までは４回合計で 21件について審議した。 

＜第２条第１項＞ 

（１）教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること（２件） 

（２）教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること（３件） 

（３）教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること（０件） 

（４）教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の

人事に関すること（10件） 

（５）教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること（１件） 

（６）歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に教育に関する事務について

定める議会の議決を経るべき事件の議案に対する市長への意見の申出に関すること（５件） 

（７）県費負担教職員の服務の監督の一般方針の決定に関すること（０件） 

（８）１件 1,000万円を超える教育財産の取得の申出に関すること（０件） 
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（９）１件 1,000万円以上の工事の計画の策定に関すること（０件） 

（10）学齢児童生徒の就学すべき学校の区域の設定又は変更に関すること（18件） 

（11）教科用図書の採択に関すること（１件） 

（12）教育委員会の所管に属する公の施設に係る指定管理者の指定等に関すること（０件） 

＜第２条第２項＞ 

教育長は、前項の規定にかかわらず、委任された事務について、重要かつ異例の事態が生じ

たときは、これを教育委員会の決定にかからしめることができる（６件） 

 

教育委員会審議案件等一覧 

（１）平成 25年＜暦年１月～12 月＞ 教育委員会議 審議案件（11 回開催 46案件） 

（分類は、前記「３．教育委員会議での審議状況」の番号と対応している。） 

案 件 

議・報         件       名   提出日   分類 

報１ 就学指定校の変更について １月22日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 〃 2-2 

報１ 就学指定校の変更について ２月21日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

議１ 平成24年度那須烏山市教育費予算の補正について 〃 （６） 

議２ 平成25年度那須烏山市教育費予算について 〃 （６） 

議１ 平成25年度小・中学校職員定期異動方針について ３月４日 （４） 

議２ 那須烏山市生涯学習推進計画〔第二期計画〕（案）について 〃 （１） 

議３ 
那須烏山市子ども読書活動推進計画〔第二期計画〕（案）に

ついて 
〃 （１） 

報１ 就学指定校の変更について ３月21日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 那須烏山市教育委員会関係職員の人事異動内示について 〃 （４） 

報４ 那須烏山市学校再編整備に関する答申書について 〃 （10） 

議１ 平成25年度小・中学校職員定期異動について 〃 （４） 

議２ 那須烏山市社会教育指導員の任命について 〃 （４） 

報１ 平成25年度那須烏山市奨学生の決定について ４月23日 2-2 

報２ 平成25年度那須烏山市立小中学校主任等の承認について 〃 （４） 

報３ 平成25年度那須烏山市立小中学校評議員の委嘱について 〃 （４） 

報４ 平成25年度市費非常勤講師等の配置について 〃 （４） 
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議・報         件       名   提出日   分類 

報５ 那須烏山市烏山地区公民館管理人の委嘱について 〃 （４） 

報６ 
那須烏山市教育委員会事務局等組織及び処務規則の一部改正

について 
〃 （２） 

報７ 那須烏山市立小中学校管理規則の一部改正について 〃 （２） 

報８ 
那須烏山市立学校施設利用及び使用料条例施行規則の一部改

正について 
〃 （２） 

報９ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報10 就学指定校の変更について 〃 （10） 

報11 中学生海外派遣団員の決定について 〃 2-2 

議１ 平成25年度那須烏山市教育費予算の補正について ５月14日 （６） 

報１ 
那須烏山市社会教育委員及び公民館運営審議会委員の委嘱に

ついて 
７月18日 （４） 

報２ 就学指定校の変更について 〃 （10） 

議１ 
平成26年度使用小学校用及び中学校用並びに小中学校特別支

援学級用教科用図書の採択について 
〃 （11） 

報１ 就学指定校の変更について ８月22日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 〃 2-2 

議４ 平成25年度那須烏山市教育費予算の補正について 〃 （６） 

報１ 区域外就学の許可について ９月19日 （10） 

議１ 就学指定校の変更について 〃 （10） 

報１ 就学指定校の変更について 10月29日 （10） 

報２ 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 〃 2-2 

議１ 平成26年度小・中学校職員定期異動方針(案)について 〃 （４） 

議２ 全国学力・学習状況調査の取扱いについて 〃 2-2 

議３ 就学指定校の変更について 〃 （10） 

議１ 平成25年度那須烏山市教育費予算の補正について 12月２日 （６） 

議２ 那須烏山市教育委員会事務点検・評価について 〃 （５） 

議３ 就学指定校の変更について 〃 （10） 
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（２）平成 26年＜暦年１月～３月＞ 教育委員会議 審議案件 （４回開催 21案件） 

  案 件 

議・報       件    名   提出日  分類 

報１ 就学指定校の変更について １月21日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 〃 2-2 

報１ 就学指定校の変更について ２月18日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

議１ 平成25度那須烏山市教育費予算の補正について 〃 （６） 

議２ 平成26度那須烏山市教育費予算について 〃 （６） 

議３ 那須烏山市社会教育委員設置条例の一部改正について 〃 （２） 

報１ 那須烏山市図書館運営協議会委員の任命について ３月６日 （４） 

議１ 平成26年度小・中学校職員定期異動方針について 〃 （４） 

報１ 区域外就学の許可について ３月18日 （10） 

報２ 区域外就学の許可について 〃 （10） 

報３ 栃木県立烏山高等学校通学補助金交付要綱の制定について 〃 （２） 

議１ 平成26年度小・中学校職員定期異動について 〃 （４） 

議２ 
那須烏山市教育委員会事務局等組織及び処務規則の一部改正

について 
〃 （２） 

議３ 
那須烏山市立小中学校通学区域に関する規則の一部改正につ

いて 
〃 （２） 

議４ 那須烏山市立小中学校管理規則の一部改正について 〃 （２） 

議５ 那須烏山市立幼稚園保育料条例施行規則の一部改正について 〃 （２） 

議６ 那須烏山市幼児専用バス管理規則の一部改正について 〃 （２） 

議７ 那須烏山市文化財保護審議会委員の任命について 〃 （４） 
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（３）平成 25年度那須烏山市教育委員会名義後援承認状況（31件） 

番号       申請人     行事の名称    場所・日程 

１ (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ お笑い芸人によるﾗｲﾌﾞｼｮｰ 
Ｈ25.5.4 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

２ (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ子どもの日ｲﾍﾞﾝﾄ 
Ｈ25.5.5、6 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

３ 
栃木県ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

実行委員会 

平成25年度栃木県民ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

Ｈ25.5.19～26.3.2 

県内各会場 

４ ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ栃木県第14団 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ体験集会 
Ｈ25.5.26～7.7 

清水川公園他 

５ 栃木県人権研究集会実行委員会 第10回栃木県人権研究集会 
Ｈ25.6.1 

とちぎ健康の森 

６ 栃木県都市ｶﾞｽ協会 
第７回ｳｨｽﾞｶﾞｽ全国親子ｸｯｷﾝｸﾞ

ｺﾝﾃｽﾄ栃木県大会 

Ｈ25.6.19～9.19 

宇都宮短期大学付属高校 

７ 馬頭小川ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 
第13回ﾛｰﾀﾘｰ杯 

单那須小学生ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 

Ｈ25.6.29、30 

小川緑化運動公園 

８ 那須烏山市野球連盟 
第１回那須烏山市山あげｶｯﾌﾟ

軟式野球大会（学童、一般） 

Ｈ25.6.30～8.4 

緑地、大桶運動公園 

９ ｵｶﾘﾅ･ｻｰｸﾙあんだんて 
ｵｶﾘﾅ･ｻｰｸﾙあんだんて 

たなばたｺﾝｻｰﾄ 

Ｈ25.7.7 

烏山公民館 

10 栃特連言語難聴班県北部支部 
栃特連言語難聴班県北部支部 

 合同宿泊学習 

Ｈ25.7.26～27 

なす高原自然の家 

11 单那須地区剣道連盟 
第34回单那須地区 

尐年剣道大会 

Ｈ25.8.10 

荒川中学校体育館 

12 (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 烏山城まつり 
Ｈ25.8.10 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

13 (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 烏山城ﾋﾞｰﾄﾙｺﾞﾙﾌｼﾞｭﾆｱ選手権 
Ｈ25.8.17 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

14 (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 親子ﾍﾟｱｺﾞﾙﾌ大会 
Ｈ25.8.18 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

15 
社会福祉法人 那須烏山市社会

福祉協議会 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門･体験 

（小学生向け） 

Ｈ25.9.7 

社会福祉協議会本所 

16 那須单九条の会 
映画「渡されたﾊﾞﾄﾝ さよなら

原発」上映会 

Ｈ25.9.8 

烏山公民館 

17 学校法人 帝京大学 理工系進学体験ｲﾍﾞﾝﾄ 
Ｈ25.9.8 

帝京大学宇都宮ｷｬﾝﾊﾟｽ 
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番号       申請人     行事の名称    場所・日程 

18 栃木県立烏山高等学校 
栃木県立烏山高等学校 

吹奏楽部第４回定期演奏会 

Ｈ25.9.28 

小川総合福祉ｾﾝﾀｰ 

19 
九州産業大学工学部 

住居･ｲﾝﾃﾘｱ設計学科 

東日本震災ﾁｬﾘﾃｨｰ･ｲﾍﾞﾝﾄ 

「九州発北欧展2013」 

Ｈ25.10.13 

かやぶき古民家大木邸 

20 烏山語りの会 烏山語りの会第７回発表会 
Ｈ25.10.19 

烏章館 

21 那須烏山市体育協会 
第１回盲導犬育成ﾃｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ

大会 

Ｈ25.10.23 

凮月ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

22 なすから教育支援ﾈｯﾄﾜｰｸ 春風亭昇々笑い納め落語会 
Ｈ25.11.1～12.22 

ｺﾐｭﾆﾃｨｰひろばBonBon 

23 
栃木県小学校教育研究会 

体育部会单那須支部 

栃木県小学校教育研究会 

体育研究大会单那須大会 

Ｈ25.11.22 

七合小学校 

24 
特定非営利活動法人 

人権ｾﾝﾀｰとちぎ 
第15回栃木県ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾂｾﾐﾅｰ 

Ｈ25.11.28 ﾊﾟﾙﾃｨとち

ぎ男女共同参画ｾﾝﾀｰ 

25 那須单農業協同組合 
第７回JA共済なす单ｶｯﾌﾟﾐﾆｻｯｶ

ｰ大会 

Ｈ25.11.30 

大桶運動公園 

26 那須单農業協同組合 第２回JAなす单ｻｯｶｰ教室 
Ｈ25.12.1 

大桶運動公園 

27 栃木県女性教育推進連絡協議会 
栃木県女性教育推進連絡協議

会県北地区研修会 

Ｈ25.12.7 

那須烏山市保健福祉ｾﾝﾀｰ 

28 
(財) 栃木県青年会館 

ﾜｶﾓﾉ･ﾌｪｽﾀ実行委員 
ﾜｶﾓﾉ･ﾌｪｽﾀ2013 

Ｈ25.12.8 

とちぎ青尐年ｾﾝﾀｰ 

29 单那須地区ｻｯｶｰ協会 单那須蹴育祭 
Ｈ25.12.26 

栃木県ｸﾞﾘｰﾝｽﾀｼﾞｱﾑ 

30 (株)烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 烏山城祭り 
Ｈ26.1.5 

烏山城ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

31 特定非営利活動法人e-とちぎ 那須烏山市伝統芸能まつり 
Ｈ26.2.9 

市单那須公民館 

 

  



- 7 - 

４．教育委員会の活動状況 

教育委員（教育長）は、教育委員会議のほか、市議会への参加、学校訪問、教育関係各種行

事について、平成 25 年（１月～12月暦年）は合計で 364項目に出席した。 

 

 平成 25年  教育委員会（教育長） 活動実績一覧 

月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

１月 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 

1/22 

 

・市成人式      1/6 

・市駅伝競走大会  1/13 

 

・要請訪問 

（烏山中）1/18 

 

・仕事始式          1/4 

・年頭挨拶訪問        1/7 

・七合小体育館竣工式   1/8 

・地区教育長会議       1/8 

・市小中学校長会・研修会  1/9 

・市小中学校教育懇談会   1/9 

・地区教育長会議      1/11 

・地区教育長会議      1/16 

・関東地区都市教育長協議会 

理事会         1/17 

・市議会全員協議会    1/18 

・市議会臨時会      1/21 

・地区教育長会議      1/21 

・地区教育長会議      1/25 

・B&G財団全国指導者総会 1/26 

・市立学校再編検討委員会 1/28 

・社会教育委員･公民館運営 

審議会委員会議     1/28 

・地区教育長会議      1/29 

・单那須地区中高連絡会  1/30 

・人権問題協議会     1/30 

・和光市教育長来庁面談  1/30 

・B&G財団全国ｻﾐｯﾄ    1/30 

２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

2/21 

 

・副市長辞令交付式 2/1 

・なすみなみ若鮎・地区 

学生駅伝競走大会 2/24 

・要請訪問 

（烏山中） 2/4 

・栃木県民の日実行委員会総会 

2/4 

・市奨学生選考委員会    2/5 

・平野奨学金運営委員会   2/5 

・地区教育長会議     2/5 

・地区教育長会議     2/8 

・こども常盤津教室発表会 2/10 

・地区教育長会議     2/13 

・B&G財団全国教育長会議 

2/14～15 

・市女性団体連絡協議会市政 

懇談会                 2/18 

・地区教育長会議     2/18 

・水の事故ｾﾞﾛ運動推進協議会 

幹事会         2/19 

・市小中校長会議     2/20 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

２月    ・市小中学校教頭会研修会 2/21 

・单那須防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊総会 2/21 

・地区教育長会議     2/22 

・市立図書館協議会    2/22 

・ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ閉校式    2/23 

・地区教育長会議     2/25 

・市議会全員協議会       2/27 

・地元和牛食材提供事業 

（学校給食試食会）   2/28 

・学校再編検討委員会   2/28 

３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 

  3/4 

第４回 

  3/21 

・献花式      3/11 

・東日本大震災那須烏山 

市復興の集い   3/11 

・いちご･ﾊﾟﾝまつり 3/16 

・震災から２年今後の災 

害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを考える集い 

3/17 

・退職市職員辞令交付式 

3/29 

・退職教職員辞令交付式 

3/29 

・すこやか表彰 

(荒川小・七合

小・烏山小)  

3/13 

・小学校卒業式 

      3/18 

 

・馬頭高校卒業式      3/1 

・塩谷单那須地区教育委員会 

連合会定例会      3/1 

・境地区市政懇談会    3/2 

・市小中学校長会議    3/4 

・３月定例市議会    3/5～15 

・教職員人事異動内々示   3/14 

・議会全員協議会     3/14 

・地区教育長会議     3/15 

・B&G体験ｸﾙｰｽﾞ出発挨拶  3/18 

・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ      3/18 

・教職員異動内示     3/22 

・单那須地区音楽祭実行委員会 

3/25 

・ﾗﾝﾄﾞｾﾙｶﾊﾞｰ贈呈式    3/26 

・社会教育委員･公民館運営 

審議会委員会議     3/26 

・全国大会出場者激励金授与式 

3/26 

・中学生海外派遣団員研修会 

3/28 

４月 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

第５回  

  4/23 

・教育委員会職員辞令 

交付式      4/1 

・学校関係職員辞令 

交付式      4/1 

・新中学生安全反射ﾀｽｷ贈

呈式       4/2 

・非常勤教職員辞令 

交付式      4/9 

・中学校入学式 

4/8 

・小学校入学式 

4/9 

・幼稚園入園式 

4/11 

・平野奨学金証・市奨学金証 

伝達式           4/2 

・地区教育長会議          4/3 

・市小中学校長会・研修・総会 

       4/3 

・B&G体験ｸﾙｰｽﾞ修了挨拶   4/4 

・全国都市教育長協議会理事会 

4/11 

・塩谷单那須地区小中学校長 

連絡会議               4/12 

・单那須小中学校長会総会 4/12 

・单那須地区戦没者追悼式 4/13 

・烏山地区戦没者追悼式  4/15 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

４月 

 

   ・单那須学校体育連盟総会 4/15 

・県市町村教育長会議    4/16 

・市町村教育委員会教育長人権 

教育連絡会議      4/16 

・ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ委嘱状交付式 

4/17 

・県市町村教育委員会連合会 

市教育長部会総会       4/18 

・関東ﾌﾞﾛｯｸB&G地域海洋ｾﾝﾀｰ 

連絡協議会総会     4/19 

・那須烏山報徳会総会   4/20 

・单那須学校給食研究会総会・ 

研修会         4/22 

・那須烏山警察署長歓迎会 4/22 

・議会全員協議会     4/24 

・市婦人会総会      4/25 

・黒羽敏夫氏作品展示会祝賀会 

4/27 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回 

  5/14 

・県春季体育大会予選单 

那須地区各種大会 5/17 

・護身術教室    5/20 

・单那須地区小学校陸上 

競技交流大会   5/25 

 

 

・要請訪問 

（荒川中）5/16 

・要請訪問 

（七合小）5/21 

・要請訪問 

（境小） 5/22 

 

・学校再編整備答申書を 

市長に提出       5/1 

・市小中学校PTA連絡協議会総会 

         5/2 

・市小中学校長会議    5/7 

・单那須保護区保護司会 

那須烏山分区総会    5/8 

・ねんりんﾋﾟｯｸ栃木2014那須烏 

山市実行委員会設立総会 5/8 

・関東地区都市教育長協議会 

総会        5/9～10 

・八溝そば街道そばまつり 5/11 

・单那須地区中高連絡会  5/13 

・烏山山あげ保存会総会  5/13 

・行政区長･副行政区長会議5/14 

・地区教育長会議     5/15 

・塩谷单那須地区教育委員会 

連合会定例会      5/15 

・中学生海外派遣団結団式 5/16 

・市教職員協議会総会   5/17 

・月次加茂神社例大祭梵天奉納 

5/19 

・中学生海外派遣団出発式 5/20 

・県市町村教育委員会連合会 

会計監査        5/20 

・栃木県租税教育推進協議会 

総会          5/21 



- 10 - 

月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

５月    ・ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ運営委員会  5/22 

・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進委員会5/22 

・公民館講座合同開校式  5/23 

・单那須地区小中高PTA連絡会 

総会          5/23 

・那須採択地区教科用図書採択 

協議会           5/24 

・栃木県連合教育会総会・ 

教育研究大会      5/24 

・県女性教育推進連絡協議会 

那須烏山支部総会       5/27 

・市議会全員協議会    5/28 

・全国都市教育長協議会常任 

理事会         5/29 

・全国都市教育長協議会 

総会･研究大会   5/30～31 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・夢の教室     6/13 

・県総体予選地区陸上 

競技大会     6/15 

・山あげｶｯﾌﾟﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

大会       6/22 

・非常勤教職員辞令 

交付式      6/26 

・山あげｶｯﾌﾟ軟式野球 

大会       6/30 

・経営訪問 

（烏山小）6/3 

・要請訪問 

（荒川中）6/7 

・計画訪問 

 （塩谷中）6/12 

・経営訪問 

(下江川中)6/17 

・経営訪問 

  (江川小)6/18 

・経営訪問 

（荒川小）6/19 

・要請訪問 

(荒川小)6/19 

・計画訪問 

（七合小）6/21 

・経営訪問 

 （烏山中）6/25 

・要請訪問 

（下江川中）6/26 

・要請訪問 

（江川小）6/25 

・適応指導教室運営委員会 6/3 

・小中学校教頭会総会･研修会 

6/3 

・６月定例市議会    6/4～10 

・ｻﾎﾟｽﾃ寺子屋那須烏山教室 

開所式         6/7 

・市小中学校長会議    6/13 

・市小中学校教務主任研修会 

6/13 

・市歩こう会設立20周年記念 

式典          6/15 

・市防犯協会･暴力追放協議会 

総会          6/17 

・教育懇談会       6/17 

・学校保健･学校安全大臣表彰 

被表彰候補者選考審査会 6/18 

・那須烏山市ﾏﾗｿﾝ大会実行 

委員会         6/18 

・水の事故ｾﾞﾛ運動推進協議会 

6/20 

・市議会全員協議会    6/21 

・おおぎすほたるの夕べｺﾝｻｰﾄ 

 6/22 

・社会教育委員･公民館運営 

審議会委員会議     6/24 

・市議会臨時会      6/24 

・栃木県原子力防災訓練  6/24 

・山あげ祭代表者会議   6/24 

・ふれあい人権ﾌｫｰﾗﾑ   6/25 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

６月 

 

   ・市文化祭運営委員会   6/27 

・地区教育長会議     6/28 

・境地区自警団総会    6/28 

７月 

 

 

 

 

 

 

 

第７回 

7/18 

 

・県総体予選地区各種 

大会       7/20 

・单那須地区育成会球技 

大会          7/27 

・和光市夏休み里山体験 

教室     7/27～28 

・小学生野球東京ﾄﾞｰﾑ 

大会       7/31 

 

・計画訪問 

（高・中央小）7/5 

・要請訪問 

 （七合小）7/17 

・要請訪問 

  （境小）7/22 

・要請訪問 

 （烏山小）7/24 

・市小中学校長会議    7/3 

・全国都市教育長協議会理事会 

7/4 

・「社会を明るくする運動」 

单那須地区推進大会   7/6 

・市消防団夏季点検    7/7 

・市立学校再編整備説明会 7/8 

・地区音楽祭実行委員会   7/9 

・市立学校再編整備説明会 7/10 

・那須採択地区教科用図書 

採択協議会       7/11 

・小中学校教頭会研修会  7/16 

・中学生海外派遣事業報告会 

7/18 

・市議会全員協議会       7/22 

・広島平和記念式典派遣事業 

事前研修        7/22 

・全国･関東大会出場者激励金 

授与式         7/24 

・教育懇談会       7/26 

・和光市夏休み里山体験教室 

開校式         7/27 

・和光市現地歴史講座   7/27 

・和光市夏休み里山体験教室 

開校式         7/28 

・ABC/R運動推進協議会  7/29 

・教育懇談会       7/29 

・市町村教育委員会連合会 

県への要望活動     7/30 

８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回 

  8/22 

・子ども議会     8/1 

・いかんべ祭  8/24～25 

・広島平和記念式典 

派遣事業    8/5～7 

・ABC/R運動講演会 8/26 

・特別支援講演会  8/26 

 

 ・栃木県小学校教育課程研究 

集会          8/1 

・教育懇談会       8/5 

・栃木県中学校教育課程研究 

集会          8/6 

・花いっぱい運動ｺﾝｸｰﾙ表彰式 

8/7 

・教育講演会       8/9 

・行政区長会議            8/9 

・臨時小中学校長会議   8/11 

・「燈花 里の盆」盆踊り大会 

8/15 

・横枕花火大会      8/17 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

８月    ・まちづくり団体支援事業 

審査会         8/19 

・教育懇談会       8/22 

・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科推進事業 

指導法研修       8/23 

・单那須地区教育懇談会役員会 

8/26 

・議会全員協議会     8/27 

・広島平和記念式典派遣事業 

事後研修        8/28 

・地区教育長協議会    8/29 

・山あげ祭反省検討会   8/29 

９月 第９回 

  9/19 

・市民水泳大会   9/7 

・県新人予選单那須地区 

陸上競技大会   9/19 

・県新人大会予選地区 

各種大会     9/28 

・要請訪問 

（荒川中）9/10 

・初任者援助訪問 

（下江川中）9/13 

・初任者援助訪問 

(烏山中) 9/17 

・初任者援助訪問 

（江川小）9/24 

・初任者援助訪問 

 (烏山小)9/30 

・人事異動懇談会          9/2 

・９月定例市議会    9/3～18 

・敬老会（大木須地区）  9/8 

・映画会「渡されたﾊﾞﾄﾝ～さよ 

なら原発～」      9/8 

・栃木県女性教育推進連絡 

協議会役員来庁     9/10 

・小中学校長会議     9/11 

・議会全員協議会     9/11 

・栃木県尐年の主張発表单那須 

地区大会         9/12 

・敬老会（熊田・滝）   9/15 

・市立学校再編整備保護者 

説明会         9/17 

・市立学校再編整備保護者 

説明会         9/19 

・B&G財団役員来庁    9/24 

・地区教育長会議         9/24 

・いかんべ祭決算報告･反省会 

9/28 

・自治表彰者選考会    9/30 

・ABC/R運動推進協議会  9/30 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10回 

10/29 

 

・单那須地区音楽祭 10/1 

・非常勤教職員辞令 

交付式      10/3 

・ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ開校式  10/6 

・烏山地区市民運動会 

10/13 

・单那須地区小学生陸上 

競技大会    10/19 

・図書館まつり  10/20 

 

・計画訪問 

（喜連川中）10/2 

・計画訪問 

（馬頭小）10/7 

・要請訪問 

（七合小） 10/9 

・要請訪問 

（荒川中）10/16 

・要請訪問 

（境小） 10/30 

・放課後子ども教室推進事業 

検討部会        10/1 

・烏山高等学校創立記念日 

記念式典        10/4 

・市職員採用試験合格者判定 

会議          10/4 

・烏山八景の句碑除幕式  10/5 

・OB教育長等懇談会    10/5 

・ねんりんﾋﾟｯｸ栃木2014俳句 

交流ﾘﾊｰｻﾙ大会     10/6 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

10月  ・单那須中学校駅伝競走 

大会      10/25 

 ・市職員採用試験第２次試験 

合格者判定会議      10/7 

・市職員採用試験(特別選考) 

10/8 

・市小中学校長会議   10/10 

・県教育委員会学校教育課 

学力向上推進室長来庁 10/10 

・平成27年度版社会科副読本 

編集委員会      10/11 

・市小中学校長・PTA連合会に 

よる要望書提出    10/11 

・県教職員協議会による要望書 

提出         10/15 

・台風26号対策会議   10/15 

・地区教育長会議        10/17 

・県公私立高等学校協議会10/17 

・塩谷单那須地区教育委員会 

連合会定例会          10/18 

・单那須学校保健功労者受賞 

祝賀会        10/18 

・烏山語りの会発表会  10/19 

・日枝神社例祭「ささら獅子舞」 

演舞奉納       10/20 

・市体育協会ﾀﾞﾝｽ部ﾁｬﾘﾃｨｰ 

ﾀﾞﾝｽﾊﾟｰﾃｨｰ発表会   10/20 

・文武両道教育推進検討委員会 

 会議         10/21 

・地域安全運動防犯ﾎﾟｽﾀｰ･ 

防犯ﾏｯﾌﾟ表彰式    10/21 

・塩谷单那須地区小中学校長 

連絡会議       10/22 

・全国大会出場者激励金授与式 

10/22 

・人事問題協議会        10/23 

・県市町村教育委員会連合会 

 市教育長部会総会   10/23 

・水の事故ｾﾞﾛ運動推進協議会 

幹事会        10/24 

・烏山小創立140周年記念式典 

10/30 

11月 

 

 

 

 ・市剣道祭     11/9 

・市文化祭    11/16 

・市育樹祭    11/19 

・市総合表彰式  11/23 

 

・計画訪問 

（つくし幼稚園） 

11/1 

・要請訪問 

  (烏山中)11/5 

・和光市訪問(交流ｻｯｶｰ大会) 

11/3 

・市小中学校長会議    11/6 

・県市町村教育委員会連合会 

総会･研修会      11/6 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

11月   ・要請訪問 

 (烏山小)11/13 

・要請訪問 

 （荒川小）11/15 

・へき地複式学 

級訪問 

(馬頭東小)11/19 

・要請訪問 

 （荒川小）11/20 

・学習指導法訪問 

 （烏山小）11/21 

・計画訪問 

 (乙畑小)11/27 

・要請訪問 

 (江川小)11/28 

・幼尐中高一貫教育研究協議会 

11/7 

・市議会全員協議会       11/7 

・とちぎ教育振興大会   11/9 

・市消防団通常点検   11/10 

・七合公民館祭     11/10 

 

・地元和牛食材提供事業 

（学校給食試食会）  11/11 

・市放課後子ども教室推進事業 

運営委員会      11/12 

・人事異動懇談会    11/13 

・人事異動懇談会    11/14 

・高齢者变勲伝達    11/14 

・市議会全員協議会   11/15 

・变勲祝賀会      11/16 

・そりはたふれあいまつり11/17 

・中学校統合に係る意見交換会 

11/17 

・单那須･栃小研へき地複式 

教育研究会      11/19 

・市教職員協議会交渉  11/19 

・市議会臨時会     11/20 

・学習指導法研修会   11/21 

・小中学校教頭会研修会 11/21 

・栃小教研体育研究大会 

单那須大会      11/22 

・那須烏山支部盆栽展  11/23 

・烏山小卒業30周年記念同窓会 

式典・祝賀会     11/23 

・大木須新そばまつり    11/24 

・市教育委員会点検・評価会議 

11/25 

・市議会全員協議会      11/26 

・B&G全国教育長会議 

11/26～27 

・地区教育長会議    11/28 

・市小中学校長会議   11/29 

・炊き出し体験の集い  11/30 

12月 

 

 

 

第11回 

12/2 

・第８回那須烏山ﾏﾗｿﾝ 

大会       12/1 

・教育委員辞令交付 12/2 

・要請訪問 

（下江川中） 12/2 

・すこやか表彰 

(境小)  12/17 

・すこやか表彰 

(江川小) 12/18 

・みなみなすﾀｳﾝｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ点灯式 

12/1 

・12月定例市議会   12/3～11 

・栃木県女性教育推進連絡 

協議会県北地区研修会  12/7 

・市議会全員協議会   12/11 
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月 教育委員会議 各種行事 ・ 大会 学 校 訪 問 そ の 他 

12月   ・すこやか表彰 

(七合小･烏山小)  

12/19 

・すこやか表彰 

(荒川小) 12/24 

・人事異動懇談会        12/11 

・人事異動懇談会        12/12 

・人事異動懇談会        12/13 

・生きがいの郷からすやま 

「がんばるぞう」贈呈式12/13 

・人事異動懇談会        12/16 

・行政区長･副行政区長会議 

12/17 

・市国際交流協会「ﾒﾘｰｸﾘｽﾏｽ会」 

12/18 

・地区教育長会議        12/26 

・中学生海外派遣事前研修会 

12/26 

・仕事納式       12/27 

合計 11回 47回 49回 257回 
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 ５．主な事業の取組状況 

本市教育委員会では、「個性と魅力ある教育文化を育むまちづくり―夢に向かってﾁｬﾚﾝｼﾞす

る人づくり―」を目指し、施策の重点化を図りながら教育行政を推進してきたところである。

今回の報告書においては、平成 25年度における主な事業の実績及び評価・点検についてまとめ

た。 

 

◎ 学 校 教 育  

 

（１）学ぶ機会の確保 

① 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業 

＜平成 25年度実績＞ 

○学習指導要領等によらない特別の教育課程を編成して実施することができる「教育課程特例

校」を文部科学省に申請し、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業の一環として、市内全小学校の全学年に

おいて「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科」を設置し、特別の指導計画を作成して英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進に努

めてきた。本年度は、年間指導計画及び授業細案の見直しを行うとともに、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の

素地づくりのための、指導法の研修を実施した。また、小中学校の円滑な連携を図るための

研修も実施した。 

○本市の子どもたちに広い視野と豊かなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を養うため、小中一貫した方針のもと、

各学校に十分な指導が行えるよう、下記のとおり外国語指導助手（以下「ALT」という。）を

配置し、教職員と協力して指導にあたれるようにした。 

・中学校（３校） 各学校に ALT１名ずつ派遣。烏山中と荒川中は卖独で１名、下江川中は、

にこにこ保育園とつくし幼稚園を合わせて１名派遣。 

・小学校（５校） 江川小と荒川小で１名、烏山小卖独で１名、境小と七合小とすくすく保

育園と七合保育園を合わせて１名派遣。 

※英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業実施状況 

区 分 人数 実施日 対象者 備     考 

推進委員会 ９人 5/22 推進委員 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進のための企画・立案 
評価 

学習指導研修 98 人 

８/29 
９/23 
11/21 
 

地区内小
中学校教
職員 ALT 

研修｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの素地づくりを行うため
に｣「ｲﾝﾌﾟｯﾄとｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ」「小中連携～素
地から基礎へ」 
講話･指導助言 
講師 宇都宮大学教授 渡辺 浩行氏 
講師（株）ｼﾞｮｲﾄｰｸ代表取締役  

土谷 尋人氏 

ｶﾘｷｭﾗﾑ委員会 11 人 
６/24、９/26, 
10/25、11/19、 
２/ 20 

地区内小
中学校教
職員 

年間指導計画、指導細案、言語活動、評価
規準、所見案等の見直しや作成 

ALT研修会 ８人 毎週水曜日 ALT 
学校生活や指導に関する課題を出し合い、
改善を図る。 
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＜点検及び評価＞ 

○身近な英語に親しみながらｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る楽しさに気付き、英語を通して外国の言語や文化、

自国や郷土の文化に興味がもてる子ども達を育成するために、以下に示す３点を重視した授

業展開を構想し、教員の指導力を向上させるための研修会を計画的、継続的に実施した。研

修においては、MERRIER ｱﾌﾟﾛｰﾁ理論※１によるｲﾝﾌﾟｯﾄとｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝを重視した授業を展開するた

めの具体的な指導法の研修を実施した。ALT とのﾃｨｰﾑ･ﾃｨｰﾁﾝｸﾞの充実や教材の工夫など英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科の授業が定着してきたことにより、児童生徒の資質・能力面で聞く力の向上がみ

られるとともに、主体的な活動が顕著に見られるようになった。また、教師がねらいを明確

にした授業を展開できるようになり、児童の見取りを評価規準に照らしながら適切に行える

ようになった。 

・第１点目として、聞く活動（ｲﾝﾌﾟｯﾄ）中心の授業展開を重視する。・・・英語の音声やﾘｽﾞ

ﾑに慣れ親しませるため、外国語指導助手の英語に多く触れさせる。また、そのことを通して

日本語との違い、言葉の豊かさやおもしろさに気づかせる。 

  ・第２点目として、進んで相手の話を聞いたり、自分の気持ちや考えを伝えたりするやりと

り（ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ）を中核に据えた授業展開を重視する。・・・日本語や英語を聞いたり、話し

たりする活動（体験）では、身近な場面を設定し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動の楽しさを実感（体験）で

きるようにする。 

・第３点目として、情報の授受、伝達活動にとどまらず、体験的な理解を大切にした授業展

開を重視する。・・・日本と外国の生活、習慣、行事などの違いに触れさせ、多様なものの

見方や考え方に興味・関心がもてるようにする。 

○小学校英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科担当教師と中学校英語科教師の合同によるｶﾘｷｭﾗﾑ委員会を開催し、年

間指導計画及び指導細案について、情報交換、意見交換を実施したり、模擬授業研修を実施

したことにより、小学校英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科の授業を活かした中学校英語科授業が尐しずつ展開

されるようになった。 

○ALT の資質や指導法、教材の活用などは、毎週全 ALT が集まって研修をすることにより、共

通理解が図られ、指導力の向上がみられた。 

※１ 子供達が教師や ALTの話す英語を聞いて、その内容をﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ的に概ね理解する力を養うため、わ

かりやすい英語を話す工夫として、Model（ｼﾞｪｽﾁｬｰを用いたり、visual aids を示しながら話す。）、

Example（抽象的な中身は具体例などを使って話し「抽象のﾊｼｺﾞ」を昇り降りする。）、Redundancy（同

じ内容を説明するのに、英語の表現を変えたり、発想を変えて話す。）、Repetition（大切な内容や文

は繰り返しながら話す。)、Interaction（教師のみが話すのではなく、子供達と相互交渉しながら話す。

また、子供達とﾃｷｽﾄとの相互交渉を促進する。）、Expansion（子供達の発音の誤りを何気なく訂正し

たり、betterな形に言い換えて話す。）、Reward（生徒の発話に対しては積極的な評価を言葉で表す。)

が重要な要素となります。これらの要素は子供達に英語を教える際には大変有効であり、これらの頭文

字をとった造語。 

 



- 18 - 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○ALT の雇用契約は業務委託による３年契約の２年目である。市の委託方針及び内容の確実な

履行が図られ、小学校の英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科及び中学校の外国語（英語科）が円滑に推進されて

いる。 

○英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科の授業については、今年度は担任教師と外国語指導助手が効果的に係り合う

授業のあり方や、聞く活動（ｲﾝﾌﾟｯﾄ）とやりとり（ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ）をｷｰﾜｰﾄﾞとした授業展開が一

層充実できるよう、指導法研修等を充実させている。さらに、年間指導計画や授業細案の修

正、教材開発に向けての研修会を計画的に進めている。 

○小中連携については、小学校英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科の授業内容を活かした、中学校英語科授業の展

開例について、具体的な指導案等を作成するとともに、模擬授業を実施しながら、研修会の

充実を図っている。 

 

② ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ事業 

＜平成 25年度実績＞ 

市内全小・中学校の小学６年生と中学３年生の希望者を対象に、10月から２月までの毎週

土曜日、宇都宮大学生による補習授業を行い、児童生徒の基礎的･基本的な学力の向上を図っ

た。 

＜実施状況＞ 

○実施状況  小学校６年生（国語・算数）・中学校３年生（国語・数学・英語） 

区 分 該当者数 参加者数 参加率 実施日数 会   場 

小学校 219 人 123人 56.1％ 15日 旧向田小学校 

中学校 237 人 72人 30.3％ 15日 〃 

                          ※ 降雪のため１回休校 

○講   師  宇都宮大学生の講師登録者…30人 延べ 225人（15回） 

○運営委員会  １回実施 

運 営 委 員  10人 （宇大教授３人・校長２人・教員２人・事務局３人） 

○参 加 費  無 料（教材費別途） 

○参加者送迎  ｽｸｰﾙﾊﾞｽ等 11台使用、11 ｺｰｽに分けて送迎（運転業務委託） 

 

＜点検及び評価＞ 

○平成 24年度と同様の実施であるが、尐子化による学校規模の縮小化に伴う多様な他者との交

流不足及び将来の統合をも視野に、全ｸﾗｽとも各学校の参加者が混ざるようなｸﾗｽ編制とした。 

 その結果、休み時間には他校生との交流がみられた。 

○小学校６年生は、標準・発展、中学校３年生は、基礎・標準・発展の参加者希望による習熟

度別学級編制を行い、個に応じた指導の充実を図った。 

○ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙの充実の鍵は授業の質にある。そこで、宇都宮大学ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾝﾀｰとの連携を密に
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し、事前の研修会、授業前と授業後の打ち合わせ、担当による授業状況の把握などを行い、

問題がある場合にはその解決に努めた。 

○児童生徒指導については各学校と連携しながら、迅速な対応に努めた。 

○ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙでの状況を広く市民に公開するため、市教委ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを使って毎月１回ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ

の様子やお知らせなどを掲載した。 

○実施後のｱﾝｹｰﾄ調査において、参加者に対する「ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙに参加して役に立ちましたか」の

質問に、小学生・中学生とも 95％が役に立ったと回答している。また、保護者に対しての「ｻ

ﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙに満足していますか」という質問には 88％の保護者が満足していると回答している。

参加者の自由記述では、「今まで理解できなかったことが理解できるようになった」、「先

生が丁寧に分かりやすく、詳しく教えてくれたので楽しかった」、「予習・復習になった」

などの感想が、保護者からは「他校の参加者と学ぶことで刺激になった」、「ﾊﾞｽの送迎で安

心して通えた」、「学習習慣が身についた」などの感想があり、概ね目標を達成することが

できた。 

 

＜平成 26年度の活動状況＞ 

 ○参加者の募集については、お知らせ版や市教委ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を通じて、本市の小・中学校にお

ける対象となる児童生徒のほか、本市から他地区の学校に通学している児童生徒にも拡大を

図っている。また、担当者が各小・中学校を訪問し、対象となる児童生徒にｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙの説明

及び参加者募集を行っている。 

 ○平成 25年度と同様の実施であるが、小学生においても理解度に差がみられるため、個に応じ

た指導の充実を目標に参加者の希望による習熟度別学級編制（基礎・標準）で実施している。 

  それに伴い、使用ﾃｷｽﾄも習熟度別学級に対応したものを採用している。 

 ○参加者の増加に伴いﾊﾞｽ送迎は 11 ｺｰｽとするとともに、授業では T・T 体制を維持するため、

宇都宮大学と連携を図り、曜日変更等の対応を行っている。 

 

③ 中学生海外派遣事業 

＜平成 25年度実績＞ 

中学生を本市の姉妹都市であるｱﾒﾘｶ合衆国ﾒﾉﾓﾆｰ市に派遣し、現地の中学生等との交流や歴

史文化の探索、教育事情の視察研修を行い、国際的視野の拡大と国際協調の精神を養うこと

ができた。 

○平成 25年度実施状況 

  ・実施時期  平成 25年５月 20日～28日（９日間） 

・行き先   ｱﾒﾘｶ合衆国 ﾒﾉﾓﾆｰ市 

・参加者   団長「網野学校教育課長」 事務局「郡司主事」 

下江川中学校  ３人（女子３人） 

荒川中学校   ４人（男子２人・女子２人） 
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烏山中学校   ９人（女子９人） 

合 計    16人（男子２人・女子 14人） 

 

＜点検及び評価＞ 

○本事業により、本市の姉妹都市であるｱﾒﾘｶ合衆国のﾒﾉﾓﾆｰ市において、現地の中学生等との交

流会や歴史文化の探索、ﾎｰﾑｽﾃｲ体験を通じての国際感覚と語学研修を視野に入れたｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ能力の育成を図ることができ、参加した中学生の国際的視野の拡大と国際協調の精神を養う

ことができた。 

○参加する中学生について、事前研修会において個人課題を設定し、課題解決のための準備を

行ったことで、より充実した活動を送るとともに、帰国後の報告会において成果を具体的に

発表することができた。 

○派遣団員の決定について、できる限り早い段階に選考し、ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰとのﾒｰﾙ等でのやり取りの

期間を多く取ることが望ましい。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○平成 26年度中学生海外派遣事業について検討した結果、派遣時期については例年の５月、参

加対象学年については中学２・３年生を対象とすることとし、本市在住で他市町の中学校へ

通学する生徒を新たに加えた。また、参加者の選考については、参加者は本市の代表派遣で

あることから、選考基準の設定及び作文・面接を実施することとし、選考時期を早めに設定

した。 

○団員選考を早期に行うことにより、事前研修の回数が例年より増やすことができた。 

○派遣団員は、事前研修において個人課題を設定し、事業後にﾚﾎﾟｰﾄを作成することとした。 

 

④ 就学指導の実施 

＜平成 25年度実績＞ 

○单那須地区の就学指導委員会として那珂川町と共同で設置しており、就学指導委員 12名、就

学指導専門調査員 11名を委嘱し、下記のとおり委員会を開催した。 

区      分 実施日 備      考 

第１回就学指導委員会 ５/21 昨年度の反省と今年度の計画・組織づくり 

就学指導専門部会 
８/20  

他 12回 

部会による就学判断の協議（各学校や保育園、

幼稚園を会場に実施） 

第２回就学指導委員会 10/３ 全体による就学判断の協議・判断 

第３回就学指導委員会 12/３ 全体による就学判断の協議・判断 

臨時就学指導委員会 
１/23 

３/26 

全体による就学判断の協議・判断（臨時開催） 

○取扱事例は 40事例（うち本市 23事例）。これらについて、就学相談、検査・調査等の実施、
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就学指導委員会での検討、協議、判断を行った。 

○就学相談は保護者や関係者との電話相談、訪問相談、直接面談等により、67件、延べ 136回

行った。 

 

＜点検と評価＞ 

○就学相談については、幼稚園や保育園への巡回相談を実施した。支援の手立ての提供、保護

者や関係者からの相談に早めに対応することができた。 

○こども発達支援ｾﾝﾀｰや特別支援学校の早期教育相談室との連携により、早目の丁寧な就学相

談対応が可能となった。 

○特別支援教育等について家族全体の理解を得にくいｹｰｽが尐なくなかった。今後は、子どもた

ち一人一人に合った教育環境を提供し、学力を保障するために、特別支援教育について関係

機関と連携し、地域、保護者等に啓発していく必要があると思われる。 

○就学指導委員会では、専門部会を各学校や園で行い、事前の調査等について時間をかけて行

い、より総合的な判断ができるようにした。当初予定の就学指導委員会終了後に、入級など

の必要が出た場合、臨時の委員会を開催し、次年度に間に合うように就学判断を行った。 

○判断結果についての理解が得にくい場合は、就学先・進学先への移行支援、その後の継続的

なﾌｫﾛｰが必要となっている。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○今年度もこども課や各関係機関と連携し、子どもたちの課題の早期発見・早期対応に努め、

保護者や関係者などの相談には迅速かつ適切に対応できるように進めている。 

○幼稚園、保育園への巡回相談を早めに実施し、就学指導が必要と思われる児童については園

を通して保護者に声をかけてもらい、就学相談につなげるように努めている。 

 ○専門部会を昨年同様に各学校や園で実施し、より専門的に調査ができるよう努めている。 

 ○今年度より、名称を「就学指導委員会」から「教育支援委員会」へ改め、早期からの教育相

談や支援・就学後の一貫した教育支援が行えるように努めている。また、市内の小中学校の

保護者へ教育支援委員会のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを配布し、普及・啓発に努めている。 
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（２）教育環境の整備 

① 非常勤講師等の配置事業 

＜平成 25年度実績＞ 

○学級支援員については、小学１年生学級に８名、小学２年生学級に８名を配置し、担任教師

の負担軽減と、ｸﾗｽの学習意欲の充実を図った。 

○障がいのある児童生徒に生活支援員を３名配置し、学校生活全般における支援を行った。 

○新たに通級指導教室を担当する学校支援員を１名配置した。 

 

＜点検と評価＞ 

○非常勤講師の配置により、教員の負担軽減と学習指導の充実を図ることができた。 

○障がいのある児童生徒が増加傾向にあり、現在の生活支援員数では充分でないことから、学

校との連絡をとりながら生活支援員数の増員などについて検討していきたい。 

○臨時職員においても、常に教職員としての心構えや自覚を促すため、随時に研修会等の開催

も実施したい。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○学級支援員を小学校１年生学級に８名、小学校２年生学級に８名、通級指導教室等に２名、

事務補助員２名をそれぞれ配置し、担任教師の負担軽減と教育活動の充実に努めている｡ 

 

② 奨学資金制度 

＜平成 25年度実績＞ 

○教育の機会均衡の趣旨に基づき、修学能力があるにもかかわらず、経済的理由等により修学

困難な生徒及び学生に、下記のとおり修学に必要な資金の一部を給付した。 

・平成25年度認定  高 校 生 14人×年 100,000 円＝1,400,000円 

短大生等 １人×年 200,000 円＝ 200,000円 

大 学 生 17人×年 200,000円＝3,400,000円 

合  計 32人        5,000,000円 

 

＜点検及び評価＞ 

○経済的理由により修学が困難な家庭の生徒に奨学金を給付することにより、有用な人材育成

と教育の機会均等に資する目的が果たせた。 

○平成 20 年度からの新たな奨学資金制度の実施により、奨学金貸与から奨学金給付へ、また、

高校生のみの対象者を短大・大学生まで枞を広げた。更に、各種学校において修業年限が長

期化、多様化している状況に対応できるよう、給付期間を修業年限に合わせるよう制度を改

正したことにより、教育を受ける機会を与え、社会に有益な人材育成を図ることが期待でき
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ると考えられる。 

○市奨学金については、国債購入による利子により運用しているが、平成 29年度に満期となる

ため、以降の運用について検討が必要となる。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○那須烏山市奨学生選考委員会により下記のとおり第８回奨学生を決定した。 

・平成26年度認定  高 校 生 ４人×年 100,000円＝ 400,000円 

短大生等 ０人×年 200,000 円＝    0円 

大 学 生 ６人×年 200,000 円＝1,200,000円 

合  計 10人        1,600,000円 

○市の奨学金制度及び公益信託である平野奨学金制度との連携も含め、奨学金制度の目的であ

る、経済的理由により修学困難な生徒・学生に修学の機会を与えられるよう継続していきた

い。なお、平野奨学金制度では、高校生２人が認定されている。 

 

③ 小・中学校の施設整備 

＜平成 25年度実績＞ 

安全かつ充実した教育環境整備のため、学校施設の整備を行った。 

<平成 25年度小中学校等建設工事> 

学 校 名 事   業   名 

烏山小学校 烏山小･中学校共同調理場解体･給食用配膳室改修工事 

  〃 駐車場舗装工事 

七合小学校 ﾄｲﾚ改修工事（６箇所） 

江川小学校 ﾄｲﾚ改修工事（５箇所） 

  〃 耐震診断（二次） 

烏山中学校 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備工事 

  〃 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備工事設計 

下江川中学校 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備工事 

  〃 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備工事設計 

  〃 ﾌｪﾝｽ設置工事 

  〃 体育館屋根防水工事 

  〃 江川小･下江川中大規模改修工事概算設計 

 

＜点検及び評価＞ 

○「学校教育法・学校設置基準」に掲げる必要な施設整備を、安全かつ合理的に整備すること

で、より良い教育環境の中で、児童・生徒の健全育成が図られた。 

○烏山小学校及び烏山中学校共同調理場が那須烏山市学校給食センターに統合したので、不用
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となった両共同調理場を解体し、烏山小学校の配膳室と駐車場を整備した。 

○七合小学校及び境小学校の和式ﾄｲﾚを洋式ﾄｲﾚに改修した。 

○凹凸があり水はけの悪かった烏山中学校及び下江川中学校のｸﾞﾗﾝﾄﾞを整備した。 

 

＜平成 26年度状況＞ 

<平成 26年度小中学校等建設工事計画> 

学 校 名 事   業   名 

荒川小学校 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備工事設計 

江川小学校 雨漏れ改修工事 

烏山小学校 渡り廊下防水改修工事 

境小学校 ﾄｲﾚ改修工事（５箇所） 

荒川中学校 校舎大規模改修工事（建築） 

  〃 校舎大規模改修工事（電気） 

  〃 校舎大規模改修工事（機械） 

  〃 校舎大規模改修工事監理 

下江川中学校 校舎及び体育館大規模改修工事設計 

 

④ 教育情報ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業 

＜平成 25年度実績＞ 

○平成 19年度に新規構築したﾈｯﾄﾜｰｸを平成 20、21年度に拡充、整備を行い、平成 25年度にお

いても、保守、修繕を行った。 

○各学校に、２ｸﾗｽに１台の割合で電子黒板及び書画ｶﾒﾗを配置し、併せて小学校には理科、中

学校には英語、地理等の電子教科書をそれぞれ配置した。 

  <平成 25年度実施状況> 

   ・普通授業によるﾈｯﾄﾜｰｸ活用状況 

     小学校・・・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書を利用した授業実践、自己紹介ｶｰﾄﾞ作成、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成、

卒業ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾙﾊﾞﾑ作成、電子黒板及び書画ｶﾒﾗを利用した授業実践等 

     中学校・・・Word・Excel・PowerPointの操作、卒業ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾙﾊﾞﾑ作成、電子黒板書画

ｶﾒﾗを利用した授業実践等 

   ・教職員によるﾈｯﾄﾜｰｸ活用状況 

     Office系ｿﾌﾄの操作研修 

     校務のﾃﾞｰﾀ化（週案、調査書等） 

     ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱの活用 

     学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用 

     ICT機器の活用 
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＜点検及び評価＞ 

○本事業により、教職員一人に１台のﾊﾟｿｺﾝを配置して校務の情報化を図り、教職員の事務負担

を軽減することができた。 

○児童生徒については、授業の中で実際にﾊﾟｿｺﾝ操作を行い、社会に出るにあたっての必要なｽ

ｷﾙを身につけることができた。また、情報ﾓﾗﾙ教育を実施することができた。 

○普通教室に電子黒板を配置したことにより、よりわかりやすい授業を展開することができた。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○教職員に配置しているﾊﾟｿｺﾝの耐用年数が過ぎているため、ﾊﾟｿｺﾝの入替えを行った（ﾘｰｽ）。 

○校務のﾃﾞｰﾀ化をさらに推進するため、指導要録、通知票の一部電子化を実施している。 

○平成 25年度に整備した電子黒板について、より一層の利活用ができるよう検討を進めている。 

 

⑤ 教育相談ｾﾝﾀｰ「かけはし」の設置 

＜平成 25年度実績＞ 

○いじめや不登校、人間関係など教育活動全般にわたって児童生徒や保護者、教職員等からの

相談に応じるため、教育相談ｾﾝﾀｰ「かけはし」を設置し、すこやか推進室を中心に相談業務

を行った｡ 

＜平成 25年度相談状況＞  

相談内容 件数 延件数 
相談方法（件数） 

来所 電話 訪問 合計 

いじめ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

不登校 ３ ８ ３ １ ４ ８ 

就学関係 67 136 68 ３ 65 136 

その他 123 338 44 11 283 338 

合 計 193 482 115 15 352 482 

   ※その他は、家庭での不安、情緒面の不安定、ｸﾗｽでの不適応など 

 

＜点検及び評価＞ 

〇すこやか推進室の相談事業について学校を通じて保護者に周知していただくとともに、教職

員の方々にご理解いただき、大変充実している。継続的に面接し、児童生徒の特性や心理状

態を探り問題解決に至るまで、臨床心理士や指導主事が細やかに対応してきた。 

〇相談により解決に結びつく事例は多いものの、年々相談内容が複雑化している傾向であり、

中には、時間と回数を重ねて相談指導を行っても保護者の理解が得られない事例も多い。 

〇学校やこども課、医療・療育機関などと連携を図りながら相談指導を行った。 
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＜平成 26年度活動状況＞ 

 ○児童生徒や保護者、教職員等からの相談が複雑化しているが、問題の解決に向けて、個々の

ﾆｰｽﾞに応じ丁寧に対応している。 

 ○複雑化した問題に関係機関と綿密な連携をとり、それぞれの役割を確認しながら問題解決に

当たっている。 

 

⑥ すこやか表彰の実施 

＜平成 25年度実績＞ 

 ○児童生徒の健全な心身の発達を助長する目的のため、市長、教育長が学校を訪問し、努力賞・

奉仕賞・親切賞・体育賞・文芸賞の５部門で小学生 208 名、学力賞・体育賞・文化賞の３部

門で中学生４名を表彰した。 

 

＜点検及び評価＞ 

 ○それぞれの分野で児童生徒が表彰されたことにより、学校生活に潤いを与えるとともに、受

賞した児童生徒の励みや意欲向上につながった｡ 

○すこやか表彰の記念品等について、小学生に和紙の賞状とﾒﾀﾞﾙ、中学生にはｸﾘｽﾀﾙの盾の賞状

と電子辞書を授与したが、今後検討していきたい。 

○中学校の表彰式については、学校の実情により、当初予定の日程を遅らせ、臨機応変に対応

した。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○小学生については昨年同様、市長と教育長が学校訪問をし、学期ごとに直接賞状と記念品を

授与することとしている。 

 ○中学生については、特に優秀な生徒を学校推薦により、市長と教育長が学校訪問をし、直接

記念の盾と記念品を授与することとしている。時期については昨年度の状況を踏まえ調整す

る。 

 

⑦ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・心の教室相談員の設置 

＜平成 25年度実績＞ 

○「ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ」については、県費において２名が配置され、市内全小・中学校の児童・生徒

を、また、市費において１名が烏山中に｢心の教室相談員｣を配置し、不登校や人間関係、問

題行動、発達障害等について児童生徒や保護者、教職員との相談を行い問題解決にあたった｡ 

 

＜点検及び評価＞ 

○児童生徒や保護者、教職員との相談により、問題の早期解決や改善に結びついた。 

○不登校生や問題をもつ児童生徒、及びその保護者に対して、専門的な立場からきめ細かな対

応ができた｡ 
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＜平成 26年度活動状況＞ 

○平成 25年度と同様に「ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ」、「心の教室相談員」を配置し、不登校や人間関係、問

題行動、発達障害等について児童生徒や保護者、教職員との相談を行い問題解決にあたって

いる。また、「心の教室相談員」については、昨年同様、烏山中学校に１名を配置している。 

 

⑧ 適応指導教室 

＜平成 25年度実績＞ 

適応指導教室（ﾚｲﾝﾎﾞｰﾊｳｽ）において、教員１名、教育相談員２名を配置し、通室児童生徒一

人一人の実態に応じた個別、小集団による活動を通して、自立を促し、学校生活への適応を図

るための指導を行った｡ 

・平成 25年度通室者数 小学生４人 中学生９人 計 13名（本市９名・那珂川町４名） 

  ・主な年間活動  学習相談、個別相談、奉仕作業、植物の世話、見学旅行、ｷｬﾝﾌﾟ、りんご

狩り、調理実習など 

 

＜点検及び評価＞ 

 〇友人とのかかわりや各活動を通して、徐々に人間関係の改善や集団への適応を図ることがで

きるようになった。 

○学校生活への適応を図るための援助指導として、一人一人の課題やﾆｰｽﾞに合わせた学習相談、

個別相談、保護者や在籍校との連携等を行うことにより、学校に尐しずつ登校することがで

きるようになった生徒もいた。また、引きこもりの児童生徒に対し、各機関と連携し、最善

策を探りながら努力し続けたことにより、ﾚｲﾝﾎﾞｰﾊｳｽへ通室できるようになった生徒もいた。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

 ○様々な活動を通して、集団生活での人間関係の大切さと協調性の向上、及び自立を促し、学

校生活への自信と適応を図るために指導を行っている。現在の在籍は 11 名である。（うち、

全面登校の児童生徒２名、部分登校５名） 

 ○不登校児童、生徒の人数はやや増えており、学校はもちろんのこと、本教室にも通室できな

い児童、生徒が依然としている。そこで、各学校及び保護者に対して、継続して本教室の理

解を深める活動や引きこもりの児童、生徒に対する訪問指導や支援に努めたい。 
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（３）教職員の指導力の向上 

① 全国学力・学習状況調査の分析及び指導資料の作成 

＜平成 25年度実績＞ 

○平成 25 年度は、４年ぶりの悉皆調査として４月 24 日に実施された。本市では、全ての小・

中学校で実施し、小学校６年生 239人、中学校３年生 220人が調査に参加した。 

○学力調査においては、平均正答率，領域別の平均正答率，問題形式別の平均正答率，同一集

団における変容，各教科における解答類型（誤答分析）等について様々な面から分析し、全

国や県の結果や過去の結果等と比較し、本市の教育指導の成果と課題を明らかにした。 

○学習状況調査においては、生徒質問紙にあるすべての質問について、県の調査結果と比較し

たり、学校質問紙との関連について考察したりすることで、本市児童生徒の特徴について分

析した。併せて、学力調査と学習状況調査の相関関係を示したｸﾛｽ分析も行った。 

○分析結果は、冊子にまとめ、教育委員会及び校長会等で説明資料として使用した。さらに、

市及び各学校での分析結果をもとに学校ごとの課題を明らかにし、授業の改善を図るため、

指導主事が全小・中学校を訪問し、「調査結果を踏まえた研修会」を実施した。これにより、

本市の教育行政や各学校の教育活動の指導改善を図った。 

＜平成 25年度実施の分析結果の概要＞ 

・市全体の結果は、小・中学校において各教科とも栃木県平均正答率をやや下回る結果となった。 

・小学校においては、国語Ａ・算数Ａの「知識」に関する問題で県平均正答率に迫る結果となっ

た。しかし、「活用」に関する問題である国語Ｂでは、県平均正答率を５ﾎﾟｲﾝﾄ以上下回る結果

となり、算数Ｂにおいても過去４年間で県平均正答率との差が最も大きくなった。 

・中学校においては、国語ＡＢ・数学Ａにおいて県平均正答率に迫る結果である。しかし、数学

Ｂでは、過去４年間で最も低いﾎﾟｲﾝﾄになった。 

 

＜点検及び評価＝平成 25年度分析結果内容抜粋＞ 

○学力調査 

小学校（国語Ａ・Ｂ） 

           ・学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くことについては、全国の平均正答率を

上回っている。 

・「文」が句点によって区切られることの理解に課題が見られる。 

・相手の立場や状況を感じ取って聞いたり、話し手の意図を捉えながら聞き、適切に助言を

したりすることを問う問題において課題が見られる。 

小学校（算数Ａ・Ｂ） 

・卖位量あたりの大きさを求める除法の式の意味を理解することについて課題が見られる。 

・数と言葉を用いて記述することに課題がある。 

中学校（国語Ａ・Ｂ） 

・語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことを問う問題では、全国の平均正答率を上
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回っている。 

・図と文章との関係を捉える問題や課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考える問題

において課題が見られる。 

・本文を適切に引用して考えを書く問題に課題が見られる。 

中学校（数学Ａ・Ｂ） 

・球と円柱との体積の関係，関数の意味，比例の表とｸﾞﾗﾌの関係，簡卖な確率など基本的な

内容の設問については、全国の平均正答率を上回っている。 

・除法を用いて卖位量あたりの重さを求める問題は、小学校と同様課題がある。 

・判断の理由を数学的な解釈に基づいて、適切な表現を用いて的確に説明することに課題が

見られる。 

・説明するための見通しをもち、事柄が成り立つ理由について根拠を明確にして説明するこ

とに課題が見られる。 

○学習状況調査（生徒質問紙） 

小学校 

・基本的生活習慣の面で規則正しい睡眠をとっていることがわかる。また、読書量や図書館

利用が多い。 

・地域や社会の出来事への関心は、県平均に比べ 10 ﾎﾟｲﾝﾄ低い。 

・普段の授業における本やｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使って調べる学習を行う割合が、県の平均に比べ 12 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ以上低い。 

中学校 

・中学校においては、普段、ｹﾞｰﾑやﾃﾚﾋﾞに３時間以上の時間を費やしている生徒の割合が県

平均と比べ、10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回っている。 

・家庭での学習時間は、県平均と比べて平日で 16 ﾎﾟｲﾝﾄ、土日で約７ﾎﾟｲﾝﾄ低くなっている。

家庭学習への取り組み状況（計画的学習・予習・復習等）においても県平均より低い結果

である。 

・普段の授業における調べる活動・発表・話し合う活動の実施状況が県平均と比べ、10 ﾎﾟｲﾝ

ﾄ以上低い結果である。 

・国語の授業については、技能・表現に関する内容への取り組み状況が県平均と比べ、約 10

ﾎﾟｲﾝﾄ以上低い結果である。 

・数学の授業における取り組み状況や関心・意欲・態度についての質問では、ほとんどの質

問で県平均と比べ、約 10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上低い結果である。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○平成 26 年度は、昨年度同様、悉皆調査として４月 17 日に、国語及び算数（数学）が実施

された。本市では、小学校５校、中学校３校すべてが調査に参加した。 

○現在、市教委で分析を重ねている。各学校においても昨年度に実施した「調査結果を踏ま
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えた研修会」を参考に分析を行い、その結果を授業や指導の改善に役立てることで教育指導

に関する検証改善ｻｲｸﾙの確立を図っている。 

 

② 学校訪問 

＜平成 25年度実績＞ 

○教育行政努力目標の達成のため、学校教育全般にわたり指導助言を行うとともに、学校の教 

育実践上の課題について研究協議や援助指導を行った｡ 

・計画訪問＝３年に一度、学校の教育活動全般について指導助言する。 

（七合小、つくし幼稚園） 

・経営訪問＝学校経営計画や方針等、教育全般について指導助言する。 

・要請訪問＝学校の教育活動や教育研究を援助するため、要請に応じて訪問し指導助言する。 

（江川小、荒川小、境小、烏山小、七合小、下江川中、荒川中、烏山中） 

  

＜点検及び評価＞ 

 ○計画訪問については予定通り実施することができ、学校運営や教育活動全般にわたって指導

助言することができた｡ 

○経営訪問については予定通り実施することができ、学校経営や教育活動全般にわたって指導

助言することができた。 

○学校課題は、要請訪問では、いずれの場合も市の教育推進事業「言語活動の充実」を各学校

で学校課題の追究の一つの視点として位置づけて市の教育推進を図るとともに、各校の学校

課題の追究に向けて指導･支援に努めた。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

 ○計画訪問については、烏山小（７月）、烏山中（10月）、荒川小（11月）を訪問し、指導・

助言をしている。 

○初任者訪問については、烏山中、荒川中、境小、七合小を９月、10月に訪問し、指導・助言

をしている。 

○今年度も市の教育推進重点事業として「言語活動の充実」を位置づけている。 
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③ 教職員研修の実施 

＜平成 25年度実績＞ 

○教職員の指導力や資質の向上のために、塩谷单那須地区教育委員会連合会主催や本市教育委

員会と那珂川町教育委員会との共催、本市卖独で講演会や研修会等を実施した｡ 

研修区分 参加者 会  場 内   容 主催者等 

情報教育研修 22 人 
单那須庁舎 

荒川小 

ICT機器の効果的な活用法 

ICT機器を活用した授業研究会 
那須烏山市教委 

教育研究発表

会･教育講演会 
180人 

高根沢町 

文化会館 
講演会（川島隆太氏） 

塩谷单那須地区教

育委員会連合会 

教育講演会 150人 烏山公民館 講演会（菊田信氏） 那須烏山市教委 

学力向上研修 180人 各学校 
学力向上に向けた PDCA ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙ

の構築 
那須烏山市教委 

市教育重点推

進事業研修 
10 人 单那須庁舎 言語活動の充実を図った授業等 那須烏山市教委 

 

＜点検及び評価＞ 

○教育の今日的課題や教育活動上の課題等において、講話や協議、情報交換等を行うことによ

り教職員の資質と指導力の向上を図ることができた｡ 

○那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝに掲げる市の教育をさらに組織的に推進することが望まれる。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝを踏まえ、市の教育重点推進事業として、言語活動の充実、小中連携･一貫

教育、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進、ICT教育、防災教育推進を位置づけ、各種の研修会を実施してい

る。 
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（４）平成 25年度各学校の教育活動の評価 

 各学校が自らの教育活動その他の学校運営について目指すべき目標を設定し、その達成状況

や達成に向けた取り組みの適切さ等について評価することにより、学校として組織的・継続的

な改善を図るとともに、保護者・地域住民等から理解と参画を得て、学校・家庭・地域の連携・

協力による学校づくりを進めることを目的に学校評価を実施する。 

 

＜平成 25年度実績＞ 

○市教委としての「知」、「徳」、「体」と「学校運営」、「関係者との連携」の視点から評

価項目を６項目設定した。そして、その項目ごとに市教委としての重点目標を１つ示した。 

○各学校は、市教委が示した項目とその重点目標を踏まえ、学校独自の重点目標を設定し、さ

らに具体目標・具体策、年間評価計画を作成した。その計画に沿って学校関係者への説明を

はじめ、自己評価や外部ｱﾝｹｰﾄ、学校関係者評価等を実施し、それらを分析して改善策を策定

し、学校評価としてまとめた。そして、次年度の重点目標や具体的な取り組みについて検討

した。 

 

＜点検及び評価＞ 

項 目 重点目標 学校の評価 (〇成果 △課題) 

学校運営・教育

課程 

学校や地域の特

色を生かした創

意ある教育課程

を編成、実施、

評価に努める。 

○校長の学校経営ﾋﾞｼﾞｮﾝを柱とした、研究校指定や昨年度

の学校評価を生かした特色ある教育課程の編成に努める

ことができた。 

○１年間の学校行事等の見通しをもち、週指導計画で週･

月・学期ごとの授業時数の量的管理をするとともに授業

進度の確認、成果や課題の明確化と管理職による授業参

観などを通し、質的管理に努めることができた。 

△小中の接続を考慮した行事等の見直し、教育課程の質的

な改善、地域及び地域人材の発掘や効果的な活用の仕方

についてさらに取り組む必要がある。 

学習指導 知的学力を保障

するために、言

語活動の充実を

視点に分かる授

業の展開に努め

る。 

○市の教育重点推進事業「言語活動の充実」をﾃｰﾏにした研

修実践が３年目を迎え、思考力･判断力･表現力等の育成

や、言語活動を支えるものとして豊かな語彙、学習に必

要な用語の確実な習得、読書活動、言語環境の整備が、

一層進んだ。 

○「言語活動の充実」を図るために、児童生徒の思考過程

と関連を図った、板書計画とﾉｰﾄ指導の一体化が図られる

ようになった。 

△授業において ICT 機器やﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材の有効活用をさらに

図るため、研修等で身につけた知識を活かした授業づく

りと実践を図っていく必要がある。 
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項 目 重点目標 学校の評価 (〇成果 △課題) 

児童生徒指導 学業指導の充実

に努める。 

○めあてを意識させ、互いに認め合い高め合える学級作り

を進めるとともに、互いを称賛し合える機会を設定し、

帰属意識の高い学級作りを行ったことにより、居がいが

あり、潤いのある学級経営がなされている。 

○QU の実施結果をもとに、ｿｰｼｬﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ等を実施し、良好

な人間関係の構築に向けた取組が継続的に実施された。 

△小中連携を踏まえ、基本的な生活習慣の定着を図るため

の実施計画について発達段階を考慮しながら見直す必要

がある。 

特別支援教育 特別な支援を必

要としている児

童生徒へきめ細

やかな指導に努

める。 

○すこやか推進室との連携の下、特別の教育的支援を必要

としている児童生徒や不登校生への適切な対応に努める

とともに学校生活の安定化や学校復帰が図れた事例も数

多い。 

○定期的に教職員間で共通理解に立ち、教育相談やｱﾝｹｰﾄの

実施、良好な人間関係の構築に向けた活動などを通して、

問題行動の早期発見･早期対応や未然防止に努めた。 

△配慮を要する児童生徒への保護者の理解や連携を一層図

るとともに、専門機関との連携が必要である。 

保健・安全指導 登下校の交通事

故防止など、安

全指導の充実に

努める｡ 

○PTAやｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ等と連携し、街頭指導や下校指導、

自転車点検等を通して、安全意識の高揚を図ることがで

きた。 

○学校防災ﾏﾆｭｱﾙに従った、計画的な各種訓練（地震、火災、

竜巻、不審者、保護者引渡し）を実施することができた。 

△防災教育全体計画及び教育課程に位置づけられた防災教

育について、点検、見直しが必要である。また、家庭と

の連携事業を計画する必要がある。 

家庭・地域との

連携 

地域や保護者か

ら信頼を得るた

めの取組みに努

める。 

○授業参観や学校・学年便りの定期的な発行、学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

への更新などにより、家庭や地域に積極的に情報を提供

することができた。 

△学校行事や各教科等の学習で地域人材の活用を図った

が、地域人材や地域教育力の活用については、様々な領

域での展開をさらに検討する必要がある。 

 

＜平成 26年度の実施状況＞ 

○学校評価報告書の項目と那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝとの関連を一層図るとともに、学業指導

に ABC/R運動の位置づけ、計画的、継続的な指導を実践している。  
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◎ 生 涯 学 習 

 

（５）生涯学習 

① 社会教育 

＜平成 25年度実績＞ 

 ○市民の主体的な学習活動を支援するため、子どもや青尐年、女性、一般を対象とした各種の

育成事業等を実施した。 

○ｺﾐｭﾆﾃｨ活動、地域環境美化、国際交流、結婚推進など幅広い活動を展開した。 

   

ア．社会教育委員  14人（公民館運営審議会委員兼任） 

  ○社会教育委員会議開催状況 

開催年月日 出席者数 内        容 

平成 25年６月 24日 

（月） 
11人 

a 第 44回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会について 

b 那須烏山市生涯学習推進計画策定について 

平成 26年３月 26日 

（水） 
６人 

a 平成 25年度社会教育・社会体育事業の報告について 

b 平成 26年度社会教育・社会体育事業の概要について 

○第44回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会 

開催年月日 開催場所 委員参加者 備      考 

平成25年11月14日(木)～15日(金) 日光市 ９人 宿泊３人、日帰り６人 

 

  イ．社会教育指導員  ２人  任用期間：平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日 

 

  ウ．青尐年育成関係事業 

事      業      名 開 催 期 間 開催場所 参加人数 

「家庭の日」普及推進・啓発 随 時 市 内 ― 

青尐年健全育成強調月間広報・啓発 ７･11･３月 市 内 ― 

单那須地区育成会球技大会 ７月 27日 緑地運動公園 300人 

 

エ．ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｽ指導育成事業 

○会員の構成……………高校生 10名（男子２名・女子８名） 

   ○主な活動内容 

内   容 回 数 備       考 

定例研修会 ９回 月１、２回程度 

塩谷单那須地区ｼﾞｭﾆｱﾘ

ｰﾀﾞｰ研修会 
１回 那珂川町青尐年旅行村 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力依頼 14回 
成人式、单那須図書館おはなし会、ﾏﾗｿﾝ大会、こど

も館事業、各種ｲﾍﾞﾝﾄ協力等 

清掃活動 ５回 山あげ祭、いかんべ祭の清掃活動  
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  オ．成人式開催状況  

   平成 26年１月 11日（土）凮月ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部 出席者 239名 出席率 76.6％ 

 

カ．女性研修「みんなの集い」実施状況（女性団体連絡協議会委託事業） 

実 施 年 月 日 参加者 内      容 場 所・補助額 

平成 25年 11月８日 41人 
講演：とちぎ男女共同参画財団職員 

視察研修：下野農園 

ﾊﾟﾙﾃｨとちぎ男女共

同参画ｾﾝﾀｰほか 

 

  キ．生涯学習まつり、文化講演会、人権教育啓発 DVD上映 同時開催状況 

開催日（会場） 講  演  内  容  等 受講者数 

平成 25年 11月 23日 

      

（烏山公民館） 

演題「男性介護：親父の介護」 

講師：荒川 不二夫氏（荒川区男性介護者の会代表） 

193人 
団体発表：ﾊｰﾓﾆｶ愛好会演奏、歌え！ﾊﾞﾝﾊﾞﾝ合唱、歌う

友の会合唱、公民館活動作品展示 

人権啓発 DVD放映 ｢ｼﾝｸ･ｱﾝﾄﾞ･ｱｸﾄ」｢ﾎﾞｸとｶﾞｸ｣ 

 

ク．地域子ども教室推進事業 

○那須烏山若鮎ｸﾗﾌﾞ 

区  分 

教 室 名 
開催日 

参加者 

(人) 

№１ 開講式・戦場が原ﾊｲｷﾝｸﾞ ５月 12日 28 

№２ どろんこ体験（古代米田植え体験） ５月 26日 28 

№３ 地域の自然を知ろう！葉っぱ星人ごっこ ６月８日 28 

№４ 地域の文化を知ろう！和紙すきに挑戦 ６月 22日 27 

№５ 世代間交流 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ体験 ７月６日 27 

№６ 地域の自然を知ろう！那珂川を知ろう ７月 20日 27 

№７ 地域の自然を感じよう！座禅と滝行（滝浴び）に挑戦 ８月３日 24 

№８ 山の自然に親しもう！ 我らが山、茶臼岳へ行く 
８月 17～ 

  18日 
22 

№９ 地域の自然を知ろう！水遊園で淡水魚を学ぼう  ９月 14日 27 

№10 ﾍﾟﾇｴﾙ  ９月 28日 11 

№11 どろんこ体験（稲刈り体験） 10月６日 13 
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区  分 

教 室 名 
開催日 

参加者 

(人) 

№12 地域の文化を知ろう！烏山線でみんなの栃木県庁見学 10月 26日 17 

№13 どろんこ体験（七合公民館収穫祭） 11月 10日 27 

№14 ｽﾎﾟｰﾂﾘｸﾘｴｰｼｮﾝ ｽｹｰﾄに挑戦（日光） 11月 30日 25 

№15 伝統文化（杵と臼で餅つき）体験 12月７日 15 

№16 ｸﾘｽﾏｽｹｰｷ作りに挑戦！  12月 21日 26 

№17 地域の文化を知ろう！ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙｱｰﾄに挑戦！ １月 11日 26 

№18 ﾍﾟﾇｴﾙ   １月 25日 22 

№19 手作りﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ&ﾎﾜｲﾄﾃﾞｰ ２月８日 21 

№20 「われら山の子、海へ行く」海浜自然の家  
２月 22日 

～23日 
21 

№21 地域の文化を知ろう！手作り弁当に挑戦・閉講式 ３月８日 25 

計  21回 487 

 

○放課後子ども教室（国・県補助事業、放課後や週末の子どもたちの安全・安心な活動拠点と

するほか、地域の教育力の向上を図る） 

教室名 実施日 内  容 

ここなす教室

(ﾃｽﾄ教室) 

１月18日 

２月１日 

対 象：烏山小１～６年 

延参加者：17名 

ｽﾀｯﾌ：10名ほかﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

 

ケ．花いっぱい運動（ｺﾝｸｰﾙ参加 24団体） 

    ・最優秀賞 東原３班ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

    ・優秀賞  大沢長寿会、大金子供会育成会・大金いきいきｸﾗﾌﾞ 

    ・優良賞  三箇下いきいきｸﾗﾌﾞ、母子寡婦福祉会 、下稲積長寿会、興野自治会、神長上

ﾌﾗﾜｰｸﾗﾌﾞ 

 

コ．地域ふれあい活動事業（参加 18団体） 

    ・地域全体で取り組む組織づくり（自主的・継続的活動） 

 

サ．次世代人材育成事業･･･栃木県次世代人材育成事業派遣(平成 25年度市内応募者なし) 
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シ．国際交流事業（国際交流協会主催） 

○外国文化体験交流事業 

事業名 内  容 

ｼﾞｮｲﾝﾄ･ｽﾀﾃﾞｨ･ﾄﾘｯﾌ（゚日本伝統文化

体験事業） 

９月７日、下川井下公民館ほか 

内容：琴平神社秋祭り参加 

19名参加（うち外国籍11名） 

国際交流ｸﾘｽﾏｽ会 

12月18日、凮月ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部 

内容：ふれあいﾀｲﾑ、ﾋﾞﾝｺﾞｹﾞｰﾑほか 

84名参加（うち外国籍39名） 

外国人による日本語で話す発表会 

２月16日、烏山公民館 

内容：在住在勤の外国籍市民の発表 

102名参加（発表者10名） 

 

○外国籍市民支援事業 

事業名 内  容 

にほん語教室 第２、４木曜日19:00～21:00、烏山公民館 

 

ス．若者交流事業 

   ○ふれあい交流事業 

   ・平成 26年２月 23日 婚活「素敵な出会いとふれあいｲﾍﾞﾝﾄ」ﾂｲﾝﾘﾝｸもてぎ 

 申込者不足のため中止（主催＝单那須結婚相談所連絡協議会） 

   ○結婚相談活動 

    那須烏山市結婚相談所、单那須地区結婚相談所連絡協議会等の主催によりふれあい交流

会や交換会、研修会等を実施した。 

開催年月日 内             容 参加者数 主  催 

平成 25年 10月 31日 
県東部地区（那須烏山市・那珂川町・  

市貝町・茂木町）結婚相談員情報交換会 
23人 

那須烏山市結婚 

相談所 

平成 26年３月 17 日 結婚推進員研修会 12人 
单那須結相談所 

連絡協議会 

 

＜点検及び評価＞ 

 ○市民の主体的な学習活動を支援するため、学習ﾆｰｽﾞに応じた生涯学習環境を整備すると共に、

公民館講座をはじめとした各種学習ﾒﾆｭｰを幅広く実施し、好評を博した。学習情報等につい

ては、各種広報媒体を活用すると共に、「おたのしみﾌﾟﾗﾝ」を全戸配布することで、市民へ

の情報提供に努めた。 

 ○青尐年健全育成環境を整備するため栃木県と連携した立入調査、地域の連帯感の醸成を図る

ための地域ふれあい活動事業、花と緑あふれる地域づくりを進める花づくり推進事業など、

住みよい地域環境の整備を進めた。放課後の子どもたちの居場所づくりと地域の教育力向上



- 38 - 

を目指して、国県の補助を受けた「放課後こども教室」のﾃｽﾄ教室を試行的に２回開催し、今

後の事業のあり方を研究した。 

 ○社会教育団体については、子ども会育成会、ﾘｰﾀﾞｰｽｸﾗﾌﾞ、女性団体連絡協議会などの育成・

支援に努めたほか、国際交流協会等の事務局として各種事業を展開した。また、成人者自ら

の企画・運営による成人式を開催し、若者の郷土愛を醸成すると共に、社会人としての自覚

と自己責任の決意を促す機会とした。 

 

＜平成 26年度活動状況＞  

 ○平成25年度を初年度とする「総合計画後期基本計画」及び「生涯学習推進計画第２期計画

（H25.4～H30.3）」に基づき、市民の学習意欲を高めるために、生涯学習の機会と環境を整

備すると共に、各種指導者や社会教育団体の育成を図り、市民の生涯学習活動の充実を図っ

ている。 

○放課後こども教室については、25年度のﾃｽﾄ教室を経て、年間を通じて試行的な教室を開催し

ている（烏山小学校児童対象）。 

 

 ② 公民館 

＜平成 25年度実績＞ 

 ○烏山公民館、烏山单公民館、境公民館、七合公民館及び单那須公民館において、各種学級・

講座を開設した。 

○生涯学習事業や各種ｻｰｸﾙの活動拠点として利便性を図るため、施設の修繕や備品の購入を行

うなど施設の適正な維持管理等に努めた。 

 

ア．公民館利用状況 

 

区  分 

利用回数（回） 利用延人数（人） 

25年度 前年度 比較 25年度 前年度 比較 

烏山公民館 1,562 1,317 245 31,819 22,657 9,162 

烏山单公民館 835 667 168 8,463 7,434 1,029 

境公民館 325 222 103 3,851 2,190 1,661 

七合公民館 126 48 78 2,417 759 1,658 

单那須公民館 746 682 64 15,608 16,583 △975 

計 3,594 2,936 658 62,158 49,623 12,535 

  

  



- 39 - 

イ．各公民館主催の学級・講座等実施状況 

区   分 開催回数 受講者（延人数） 前 年 度 比   較 

市公民館 14 回 444人 400人 44 人 

烏山公民館 10 回 104人 131人 △27人 

烏山单公民館 11 回 139人 181人 △42人 

境公民館 11 回 133人 112人 21 人 

七合公民館 17 回 418人 331人 87 人 

单那須公民館 21 回 400人 350人 50 人 

合   計 81 回 1,505 人 1,505 人 133人 

  

ウ．公民館工事 

工 事 名 事業費（円） 請負業社名 工 事 概 要 

烏山公民館２階ﾄｲﾚ修繕工事 606,900 ㈲磯電機工業所 和式→洋式ﾄｲﾚ化 

烏山公民館電話機交換工事 285,075 
東日本電信電話

株式会社 
電話機ｼｽﾃﾑ交換 

 

エ．公民館備品購入 

品   名 事業費（円） 請負業社名 備 品 概 要 

烏山公民館 TV・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾌﾟﾚｰﾔ

ｰ・TV台 
217,350 ㈲星ﾃﾚﾋﾞ商会 各１台 

烏山单公民館音楽室ﾋﾟｱﾉｲｽ 12,600 ㈱河合楽器製作所 １台 

烏山单公民館調理室暖房器

具 
67,000 ㈲星ﾃﾚﾋﾞ商会  

 

＜点検及び評価＞ 

 ○各公民館は、非常勤公民館長及び生涯学習指導員並びに社会教育指導員を中心に各種公民館

講座を開設し、公民館事業のきっかけ作りを行った。 

 ○地域の人材を活用するため、指導員の情報交換の機会をつくり、発表の場の提供と地域間、

異年齢間の交流を図る機会の提供に努力した。 

 ○貸し館としての利便性を図るため、備品整備した。 

 

＜平成 26年度活動状況＞  

○身近な生涯学習の場となる公民館活動を推進し、市民に親しまれる公民館を目指して効果的

な運営に努めている。 
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（６）図書館 

 ＜平成 25年度実績＞ 

○平成 24 年度から指定管理者制度を導入して２年目を迎え、引き続き図書館ｻｰﾋﾞｽの維持・向

上のため、指定管理業者の指導に努めた。 

 

 ア．図書館協議会 

開催年月日 会   議   名 参加者 

平成 26年３月 19日 第１回図書館協議会 委員８名 

 

イ．分類別蔵書冊数 

  ○一般図書 

分  類 ０総記 １哲学 ２歴史 ３社会 ４自然 ５技術 ６産業 

烏 山 図 書 館 1,395 1,470 3,744 4,309 2,140 3,504 1,082 

单那須図書館 1,537 2,319 4,502 7,049 4,065 5,268 2,468 

分  類 ７芸術 ８言語 ９文学 Ｆ小説 小 計 

烏 山 図 書 館 3,405 485 11,109 18,225 50,868 

单那須図書館 5,282 1,074 12,295 17,139 62,998 

○児童図書 

分  類 ０総記 １哲学 ２歴史 ３社会 ４自然 ５技術 ６産業 

烏 山 図 書 館 234 143 981 685 1,766 632 446 

单那須図書館 464 328 1,705 1,631 3,274 1,249 700 

分  類 ７芸術 ８言語 ９文学 Ｅ絵本 Ｐ紙芝居 小 計 

烏 山 図 書 館 1,027 205 7,422 8,796 979 23,379 

单那須図書館 1,829 475 11,554 16,620 908 40,737 

  ○その他の図書資料 

 分  類 郷土 参考 YA ｺﾐｯｸ 洋書 点字 読書会 

烏 山 図 書 館 4,267 2,117 0 495 1 3 0 

单那須図書館 6,812 3,038 4,924 4,906 619 197 100 

分  類 雑誌 小 計 

烏 山 図 書 館 1,356 8,239 

单那須図書館 3,413 24,009 

 ○視聴覚資料 

分  類 CD VTR DVD CD-R 小計 

烏 山 図 書 館 63 0 76 134 273 

单那須図書館 1,966 746 1,108 211 4,031 

  ○合計 

烏 山 図 書 館 82,754 单 那 須 図 書 館 131,775 合 計 214,529 
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ウ．図書館利用状況                            (卖位:人) 

項  目 
烏山図書館 单那須図書館 合   計 

累 計 日／月平均 累 計 日／月平均 累 計 日／月平均 

開 館 日 数 300 ―／25 298 ―／24 ― ― 

入 館 者 数 36,277 121／3,628 55,923 187／4,660 92,200 308／7,683 

貸 出 冊 数 53,375 178／4,448 146,691 492／12,224 200,066 669／16,672 

貸 出 利 用 者 数 12,089 40／1,007 29,723 99／2,476 41,812 139／3,484 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用者数 606 2／51 1,061 3／88 1,667 5／138 

視聴覚利用件数 ― ― 826 3／68 ― ― 

視聴覚利用者数 ― ― 1,105 3／92 ― ― 

 

 エ．利用者ｶｰﾄﾞ登録状況                      (卖位:人、団体) 

烏

山

図

書

館 

市 内 那珂川町・高根沢町・さくら市 その他 小 計 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 

2,555 94 102 0 115 4 2,772 98 

单

那

須

図

書

館 

市 内 那珂川町・高根沢町・さくら市 その他 小 計 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 

6,206 1,313 434 13 267 53 6,907 1,379 

合 

    

計 

市 内 那珂川町・高根沢町・さくら市 その他 合 計 

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 

8,761 1,407 536 13 382 57 9,679 1,477 

  

オ．施設貸出状況(平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日) 

  ○单那須図書館 

施設名 団体活動室 多目的ﾎｰﾙ 展示ﾎｰﾙ 

利用団体数 43 58 ９ 

利用者数 389 1,165  

  ○烏山図書館 

施設名 団体活動室 

利用団体数 24 

利用者数 141 
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 カ．図書館事業 

事業名 図書館名 内     容 参加状況 

おはなし会 
烏山図書館 

单那須図書館 

毎月第１・４土曜日  17回 

毎月第１・３土曜日  30回 

100人 

282人 

おたのしみ会 
烏山図書館 

单那須図書館 

毎月第３土曜日    12回 

奇数月の第２土曜日   ６回 

121人 

223人 

読書会 烏山図書館 毎月第４木曜日     10回 42 人 

人形劇 单那須図書館 ６月 22日、12月 14日  ２回 105人 

小学校訪問の 

おはなし会 
両館共通 ５月～翌年２月    44回 

５校 

81 ｸﾗｽ 

ﾊﾟﾝﾌﾟｷﾝ祭 両館共通 

８月 31日 

ｼﾞｬﾝﾎﾞかぼちゃの苗を購入してもらい育てた物

の重さで順位をつける。 

458人 

図書館まつり 両館共通 

10月 20日 

▷雑誌のﾘｻｲｸﾙ 

▷ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟによる「おはなし会」 

▷ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（しおり作りほか） 

1,024 人 

全国訪問 

おはなし隊 
单那須図書館 

６月 29日 

講談社のｷｬﾗﾊﾞﾝｶｰが来館し、絵本の読み聞かせな

どをした。（单那須図書館開館 10 周年記念ｲﾍﾞﾝ

ﾄ） 

112人 

 

 キ．施設整備 

 工  事  名 事業費（円） 請負業者名 

１ 烏山図書館ｴｱｺﾝ修繕工事 367,500 ㈱大高商事 

２ 单那須図書館空調用加湿器修繕工事 166,650 ㈱大高商事 

 

ク．備品購入 

 

品 名 事業費（円） 購入先 備 品 概 要 

１ 单那須図書館事務用ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ 94,140 富士通ｳｪﾌﾞｻｲﾄ １台 

２ 单那須図書館消火器 60,480 ㈱大高商事 12本 

 

ケ．備品更新(ﾘｰｽ契約) 

 品 名 契約期間 購入先 備 品 概 要 

１ 单那須図書館ｶﾗｰ複合機 H25.6～H29.3 KOBUSHI １台 

１ 单那須図書館印刷機 H25.6～H29.3 KOBUSHI １台 

２ 図書館管理ｼｽﾃﾑ H26.3～H31.3 ㈱両毛ｼｽﾃﾑｽﾞ １式 
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＜点検及び評価＞ 

 ○図書館ｻｰﾋﾞｽの維持・向上のため、指定管理業者の指導に努めた結果、両図書館の蔵書数は順

調に増え、県内公共図書館との連携もあって利用状況は順調に推移した。 

 ○図書館事業では、平成25年度を初年度とする「子ども読書活動推進計画第２期計画」に基づ

き、司書が選んだ図書を希望する学校に貸し出す「団体貸出」や「おはなし会」「おたのし

み会」「小学校訪問おはなし会」を実施するなど、各種読書推進事業を展開した。そのほか、

「ﾊﾟﾝﾌﾟｷﾝ祭」や「図書館まつり」などの新事業を開催し、親しまれる図書館づくりに努めた。 

 ○一般市民を対象とした読書会や図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの受入、読書ｻｰｸﾙ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成・支援を進

めた。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

 ○図書館の適正な管理・運営、事業実施と共に、蔵書等の図書館資料や情報の提供、図書館事

業など直接ｻｰﾋﾞｽのほか、資料・情報収集の充実、市民の調査・研究活動の支援等に努めるよ

う指定管理業者の指導に努めている。 
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（７）ｽﾎﾟｰﾂ振興 

＜平成 25年度実績＞ 

○近年の健康志向の高まりを背景に、市民の体力づくりやﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動への関心が高まる中で、

市及び市体育協会・各種団体を中心に、各種大会、ｽﾎﾟｰﾂ教室等を開催した。 

○体育施設や運動場及び学校開放施設の効率的な維持・管理に努めた。 

○今年度は新規事業として、日本ｻｯｶｰ協会主催の JFAこころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「夢の教室」を開催し、

夢を持つことや仲間と協力することの大切さを子ども達に伝えた。 

 

  ア．ｽﾎﾟｰﾂ推進委員会議等の開催状況 

開催年月日 出席者数 内                           容 

平成25年４月24日 17人 

a 平成25年度市民ﾊｲｷﾝｸﾞについて 

b 関東ｽﾎﾟｰﾂ推進委員研究大会について 

c 親睦会の決算についてについて 

d 歓送迎会の開催について 

平成25年５月22日 16人 a 平成25年度市民ﾊｲｷﾝｸﾞについて 

平成25年７月19日 17人 
a 市民ﾊｲｷﾝｸﾞの検証と今後の課題について 

b 関東ｽﾎﾟｰﾂ推進委員研究大会の報告について 

平成25年９月24日 13人 
a 市民運動会について 

b 全国ｽﾎﾟｰﾂ推進委員研究大会について 

平成26年１月24日 ７人 a 平成26年度市民ﾊｲｷﾝｸﾞについて 

平成26年３月26日 15人 

a 平成26年度市民ﾊｲｷﾝｸﾞについて 

b 平成25年度各部会の活動反省について 

c 平成26年度各部会の活動計画について 

 

  イ．JFAこころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「夢の教室」 

開催年月日 学校名 夢先生 

平成25年６月12日 ・烏山小学校５年２組 米山篤志、安永聡太郎 

平成25年６月13日 
・烏山小学校５年１組 

・烏山小学校５年３組 
米山篤志、安永聡太郎 

平成25年10月23日 
・荒川小学校５年１組 

・荒川小学校５年２組 
落合真理、島田裕介 

平成25年12月２日 ・江川小学校５年 市原誉昭、井手口純 

平成26年２月４日 ・境小学校５年 小林慶行、法師人美佳 

平成26年３月26日 ・七合小学校５年 佐藤悠介、法師人美佳 
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  ウ．ｽﾎﾟｰﾂ事業 

月  日 行   事   名 場  所 参加者数 

４月１日 競技者普及事業 向田体育館 110 

２日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～5/7、10回）空手道 荒川小体育館他 100 

３日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～6/5、10回）ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 荒川小体育館 50 

７日 第８回市民野球大会 大桶運動公園他 100 

13日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～6/22）ﾃﾆｽ 緑地運動公園 100 

17日 第５回单那須支部ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ協会ﾘｰｸﾞ戦 緑地運動公園 150 

17日 第24回一般男女ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 100 

27日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（7/27、９回）陸上 大桶運動公園 90 

28日 実業団剣道大会 栃木県武道館 80 

29日 第８回那須烏山市弓道大会 烏山弓道場 80 

29日 第32回栃木県空手道尐年錬成大会 県单体育館 100 

５月３日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（7/5、10回）柔道 那須烏山市警察署内柔道場 80 

７日 第32回壭年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会单那須支部予選 緑地運動公園 60 

８日 烏山支部自治会親善ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 90 

13日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～6/13、10回）卓球 向田体育館 80 

13日 春季男女混合市民ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会（～5／17） 荒川中学校 100 

 13日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～6/14、10回）剣道 烏山武道館 90 

18日 野球教室 烏山運動公園 100 

19日 栃木県剣道祭 栃木県武道館 150 

21日 那須烏山市ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ協会春季大会 緑地運動公園 100 

27日 第２回那須烏山警察署長杯GG大会 緑地運動公園 110 

６月２日 第15回境地区ｺﾞﾙﾌ大会 烏山城CC 80 

３日 春季婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会（～6/7） 荒川中学校 90 

３日 ﾌｧﾐﾘｰ記念ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 緑地運動公園 60 

５日 第35回壭年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 100 

15日 第８回市長杯剣道大会 荒川小学校 80 

16日 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 愛宕台運動場 70 

16日 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 七合体育館 80 

19日 ｽﾎﾟｰﾂ教室（～7/19、10回）水泳 B&G海洋ｾﾝﾀｰ 60 

22日 山あげｶｯﾌﾟ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ） 烏山中学校他 100 
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月  日 行   事   名 場  所 参加者数 

６月26日 第３回那須烏山市実年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 90 

30日 ｼﾞｭﾆｱｵｰﾌﾟﾝ大会（空手） 宇都宮市 100 

 30日 関東尐年尐女空手道選手権大会 山梨県 110 

７月３日 第３４回自治会親善ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 80 

７日 第２回那須烏山市市長杯GG大会 緑地運動公園 110 

７日 第８回单那須柔道大会 烏山武道館 50 

８日 市民ﾌｯﾄｻﾙ大会 烏山体育館 50 

８日 第７回文月ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 緑地運動公園 100 

13日 成壭年ﾅｲﾀｰｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 100 

14日 向田支部ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 80 

 16日 那須烏山市ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ協会夏季大会 緑地運動公園 60 

16日 第10回那須烏山支部交通安全GG大会 烏山野球場 50 

21日 栃木県女子剣道大会 栃木県武道館 100 

23日 第８回春季市民ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会 緑地運動公園 110 

28日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会選手選考会 单那須弓道場 50 

31日 第４回那須烏山市壭年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ交流大会 緑地運動公園 60 

８月３日 第８回市民ﾅｲﾀｰ野球大会 緑地運動公園 80 

７日 ｼﾞｭﾆｱｺﾞﾙﾌ教室 烏山城CC 70 

10日 第13回全日本尐年尐女空手道選手権大会 東京武道館 200 

10日 第34回单那須地区尐年剣道大会 荒川中学校 80 

 11日 第５回自治会対抗親善野球大会 緑地運動公園他 120 

11日 第８回市民射撃大会 宇都宮射撃場 100 

16日 第21回全国中学生空手道選手権大会 長野県 180 

17日 日光剣道大会（～8/19） 日光市東昭宮 90 

21日 第30回秋季実年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 110 

24日 剣道形講習会 荒川中学校 50 

25日 野球大会（七合支部） 烏山野球場 80 

25日 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会（七合支部） 七合体育館 80 

27日 新設記念ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 单那須運動場 60 

９月２日 第９回市民ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 緑地運動公園 90 

４日 第３４回市民ﾅｲﾀｰｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 烏山運動公園 100 
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月  日 行   事   名 場  所 参加者数 

９月７日 市民水泳大会 B&G海洋ｾﾝﾀｰ 80 

８日 剣道昇段審査会 荒川中学校 50 

11日 婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 烏山体育館 100 

23日 第５回栃木県空手道尐年秋季大会 大田原市 150 

24日 鈴木壬杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 单那須運動場 100 

29日 第59回那須单弓道連盟射会 单那須弓道場 100 

10月１日 第19回会長杯混合ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 緑地運動公園 150 

２日 第36回市民ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 烏山運動公園 150 

13日 第９回那須烏山市民運動会 大桶運動公園・緑地運動公園 2,500 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（陸上） 栃木県総合運動公園 180 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ） 栃木県総合運動公園他 120 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（ｿﾌﾄﾃﾆｽ） 宇都宮市 150 

 20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（柔道） 栃木県武道館 120 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（剣道） 栃木県武道館 150 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ） 宇都宮市柳田緑地 120 

20日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ） 宇都宮市陽单運動公園 100 

20日 ﾁｬﾘﾃｨｰﾀﾞﾝｽﾊﾟｰﾃｨｰ＆発表会 烏山体育館 110 

21日 秋季婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会（～10/25） 荒川中学校 100 

23日 第８回那須烏山市市民親善交通安全 GG大会 大桶運動公園 90 

27日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（卓球） 宇都宮市 150 

27日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（弓道） 宇都宮市弓道場 60 

27日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（射撃） ﾆｯｺｰ栃木綜合射撃場 50 

27日 県民ｽﾎﾟｰﾂ大会（ﾃﾆｽ） 栃木県総合運動公園 150 

27日 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会（七合支部） 烏山運動公園 100 

27日 ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会（向田支部） 落合ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 80 

11月３日 第58回塩那親善弓道大会 那須塩原市 100 

５日 男女混合市民ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会（～11/11） 烏山体育館他 100 

５日 那須烏山市ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ協会秋季大会 单那須運動場 90 

９日 第８回市民剣道祭 七合小学校 100 

10日 ｽﾎﾟｰﾂ尐年団剣道交流大会 栃木県武道館 100 

10日 第32回関東甲信越国際剛柔公道会大会 宇都宮市 200 
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月  日 行   事   名 場  所 参加者数 

11月15日 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（境支部） 烏山野球場 100 

17日 栃木県弓道連盟支部対抗大会 宇都宮市弓道場 100 

17日 五地区剣道大会 県北体育館 80 

17日 第９回さくら市ｵｰﾌﾟﾝﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会 さくら市氏家体育館 110 

23日 第１回ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 緑地運動公園 70 

23日 第24回矢板市大会 矢板市体育館 100 

12月１日 第９回那須烏山ﾏﾗｿﾝ大会 保健福祉ｾﾝﾀｰ発着 1,800 

22日 納射会 烏山弓道場 80 

１月12日 初射会 单那須弓道場 150 

18日 ｽｷｰ教室 台鞍山ｽｷｰ場 50 

19日 全国道場選抜空手道大会 埼玉県和光市 120 

19日 第８回那須烏山市駅伝競走大会 烏山運動公園ｽﾀｰﾄ 200 

25日 郡市町駅伝競走大会 県庁～栃木市陸上競技場 150 

２月16日 ｽｷｰ教室 台鞍山ｽｷｰ場 50 

23日 なすみなみ若鮎駅伝競走大会 大桶運動公園発着 300 

25日 那須烏山市ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ協会冬季大会 单那須運動場 80 

３月１日 練習会（ﾃﾆｽ） 緑地運動公園 100 

４日 市民卓球大会 向田体育館 100 

９日 市民ｽｷｰ祭り 台鞍山ｽｷｰ場 100 

23日 第60回那須单弓道連盟射会 单那須弓道場 80 

28日 第８回はまなす杯全国中学生空手道大会 北海道 130 

 

  エ．ｽﾎﾟｰﾂ教室開設                       （延べ人員／卖位：人） 

教室名 受講対象 場  所 開設日・時 間 参加者数 指導者 

陸 上 
小学４年生 

～一般 

大桶運動公園 

多目的競技場 

4月27日～7月27日  

毎週土曜日 9:00～11:00 
220 60 

野 球 
小学１年生 

～６年生 
烏山運動公園 

5月18日～7月20日 

毎週土曜日 18:00～20:00 
113 30 

卓 球 
小学４年生 

～一般 
向田体育館 

5月13日～6月13日 

毎週月・木曜日 19:00～21:00 
80 50 

剣 道 
小学１年生 

～一般 
烏山武道館 

5月13日～6月14日  

毎週月・金曜日 18:30～20:00 
190 30 

柔 道 
小学１年生 

～一般 

那須烏山警察

署 

5月3日～7月5日  

毎週金曜日 18:30～20:30 
170 20 
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教室名 受講対象 場  所 開設日・時 間 参加者数 指導者 

弓 道 
小学５年生 

～一般 

单那須・烏山弓

道場 

5月8日～5月29日  

毎週月・水・金曜日 20:00～21:30 
60 34 

ｻｯｶｰ 小学生 烏山運動公園 
5月7日～7月23日  

毎週火曜日 18:30～20:30 
166 26 

女子ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ 

小学３年生 

～一般 
烏山運動公園 

4月13日～7月20日  

毎週土曜日 18:30～20:30 
51 20 

ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ

ﾎﾞｰﾙ 
小学生 烏山小体育館 

6月4日～8月6日  

毎週火曜日 18:30～20:30 
278 29 

ﾃﾆｽ 中学生以上 
烏山運動公園 

ﾃﾆｽｺｰﾄ 

4月13日～7月13日 

毎週土曜日 15:00～17:00     
104 36 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 
小学４年生 

～一般 
荒川小体育館 

4月3日～6月5日 

毎週水曜日 19:30～21:30 
98 20 

空手道 小・中学生 
荒川小体育館 

下江川中体育館 

4月2日～5月7日 

毎週火・金曜日 19:00～21:00 
110 20 

水 泳 
小学３年生 

～一般 
B&G海洋ｾﾝﾀｰ 

①6月19日～7月19日18:30～20:00 

②7月26日～9月6日 18:30～20:00 
363 81 

ｽｷｰ･ｽﾉｰﾎﾞ

ｰﾄﾞ教室 

小学１年生 

～一般 

台鞍山 ｽ ｷ ｰ場

（福島県）ほか 
2月16日、3月9日 28 15 

水中  

運動教室 
50歳以上 B&G海洋ｾﾝﾀｰ 

①6月 4日～6月28日 14:30～15:30 

②9月 3日～9月27日 10:00～11:00 
248 16 

合 計    2,279 487 

 

  オ．施設整備 

番号 工  事  名 事業費 請負業者名 工 事 概 要 

１ 
大桶運動公園入口案内看板

移設工事 
945,000 渡邊建設㈱ 

国道294号拡張工事に伴う大

桶運動公園入口看板の移設 

２ 
烏山運動公園高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

修繕工事 
299,250 

篠崎電気技術管

理 

烏山運動公園公園高圧ｺﾝﾃﾞﾝ

ｻｰの修繕 

３ 
緑地運動公園防犯ｶﾒﾗ設置

工事 
381,465 

北関東総合警備

保障㈱ 

緑地運動公園入口への防犯ｶ

ﾒﾗ設置 

４ 
烏山運動公園屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

改修工事 
519,000 ㈱那須電気 

烏山運動公園屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙの

改修 
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＜点検及び評価＞ 

○平成 18 年度に市体育協会が結成され、体育協会及び各種団体が中心となり、各種ｽﾎﾟｰﾂ大会

やｽﾎﾟｰﾂ教室を開催した。また、学校体育施設を活用した身近にｽﾎﾟｰﾂを楽しめる機会を提供

できたことにより、市民のｽﾎﾟｰﾂに対する意識は向上している。 

○近年の急速な社会情勢の変化の中で、小学生から高齢者に至るまで市民のﾆｰｽﾞに応えられる

各種ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやｽﾎﾟｰﾂに関する情報の提供、更にはｽﾎﾟｰﾂ活動機会の提供に積極的に取り組んだ。 

○新規事業の「夢の教室」は市内全小学校の５年生を対象に８教室開催し、すべての小学校か

らとても良かったとの評価をいただいた。 

○各運動施設において施設の修理・修繕等を実施し、市民が安全で安心して利用、参加できる

各施設の維持・管理がなされた。 

○平成 24 年 5 月にﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝした B&G 海洋ｾﾝﾀｰでは、ﾌﾟｰﾙの温水化に伴い、開館時間の延長

や新たに高齢者を対象とした水中運動教室を開設するなど、利用者のﾆｰｽﾞに応える施設運営

を行った。 

○平成 23年度から導入した公共施設予約ｼｽﾃﾑも市民に浸透し、利便性、快適性が向上した。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○ますます多様化・高度化するｽﾎﾟｰﾂﾆｰｽﾞを的確に把握し、効率的なｽﾎﾟｰﾂ活動の推進調整を図

り、ｽﾎﾟｰﾂ大会・ｽﾎﾟｰﾂ教室、及び子どもから高齢者まで参加できるｽﾎﾟｰﾂ活動機会の提供に努

める。 

○本市におけるｽﾎﾟｰﾂ全般の基本計画を協議し、事業運営に積極的に参画するため、定期的にｽ

ﾎﾟｰﾂ推進委員会を開催し、必要に応じ各種部会も開催する。 

○昨年度には、体育施設整備検討委員会が組織されたので、市民の利用状況、利便性及び地域

内のﾊﾞﾗﾝｽを考慮した整備について検討を行うとともに、施設整備の優先順位を見極め、的確

な整備・改修が行えるように検討を行う。 
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◎ 文 化 振 興 

 

（８）芸術・文化 

① 文化事業 

＜平成 25年度実績＞ 

 ○文化財保護審議会を３回開催して、新規の文化財指定に向けた調査や、指定物件の見直し・

再調査の実施、視察研修地の選定等について審議を行った。 

○文化財保護事業では、烏山の山あげ行事をはじめ、民俗文化財保護団体に助成を行い、その

保存・継承を図った。また、史跡公園、指定文化財の管理を委託し保護に努めた。 

○埋蔵文化財においては、昨年度に引き続き、遺跡の保護、保存を目的とした長者ヶ平官衙遺

跡の史跡指定地に隣接する未調査地区の確認調査を実施した。また、平成21年度から実施し

てきた烏山城跡の調査概要についてまとめた概要報告書を作成した。 

  

ア 文化財保護審議会 

開催年月日 出席者数 内                           容 

平成 25年６月７日 ８人 

第１回審議会 

 ⑴ 今年度の審議会の事業計画について 

 ⑵ 今年度の文化担当の事業計画について 

平成 25年８月 29 日 ９人 

第２回審議会 

 ⑴ 文化財調査の経過について 

 ⑵ 視察研修について 

平成 25年 11月 20日 ４人 
視察研修 

 群馬県高崎市保渡田古墳群、上野国分寺跡 

平成 26年２月 21 日 10人 
第３回審議会 

⑴  指定文化財候補について 
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イ 文化財の指定状況                  （平成 26年３月 31日現在） 

区                        分 件   数 合      計 

国
指
定 

史 跡 １ 

４ 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 １ 

選 択 無 形 文 化 財 ２ 

県 

指 

定 

有 形 文 化 財 

建 造 物 １ 

16 

絵 画 ３ 

彫 刻 ６ 

工 芸 品 ５ 

天 然 記 念 物 １ 

市 
 
 

指 
 
 

定 

有 形 文 化 財 

建 造 物 12 

103 

絵 画 17 

彫 刻 32 

工 芸 品 ９ 

考 古 資 料 11 

歴 史 資 料 22 

無 形 民 俗 文 化 財 ５ 

50 
有 形 民 俗 文 化 財 ６ 

史 跡 20 

天 然 記 念 物 19 

合                     計 173 

 

  ウ 埋蔵文化財調査事業     

調 査 箇 所 調査期間 内                           容 

烏山城跡確認調査事業

(国庫補助事業) 

平成 25年６月１日 

～  

平成 26年２月 28 日 

平成 21年度から確認調査を実施した烏山 

城跡の概要報告書作成 

長者ヶ平官衙遺跡附東

山道跡確認調査事業

(国庫補助事業) 

平成 25年 10月１日 

～  

平成 26年２月 28 日 

史跡指定地に隣接する未調査地点の内容 

確認 

市内遺跡出土品再整理

事業(国庫補助事業) 

平成 25年６月１日 

～  

平成 26年２月 28 日 

過去に調査をし、報告書を刉行した出土 

品や写真資料の再整理。写真資料はﾃﾞｼﾞﾀ 

ﾙﾃﾞｰﾀでの保存、管理を進めた。 
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 エ 文化財保存修理事業 

文化財名 修 理 内 容 修理場所等 

国重要無形民俗文化財 

烏山山あげ行事 

山あげ小屋台の新調、道具類 

(前山、中山等)の修繕 

那須烏山市中央 

元田町自治会 

県指定 

銅像阿弥陀三尊像 

東日本大震災により被災した 

銅像阿弥陀三尊像のうちの阿弥 

陀如来像の左手の修理（木造から 

本来の銅像へ） 

那須烏山市月次 

西方寺 

県指定 

宮原八幡宮本殿 

降雪等により被害を受けた本殿 

屋根の一部の修繕 
那須烏山市宮原 

 

オ 工事 

番号 工事名 事業費 請負業者名 工事概要 

１ 
出土品収蔵

庫解体工事 
735,000 荒井工業(株) 

工期:平成 26 年３月５日～平成 26 年３月

25日 

内容:発掘調査等により出土した土器、石

器等を収納する収蔵庫を解体。更地にして

駐車場ｽﾍﾟｰｽに 

 

＜点検及び評価＞ 

○文化財保護審議会において、有形文化財１件、民俗文化財２件、古文書１件、天然記念物２

件の計６件について、新たな市指定文化財としての調書や写真撮影等を実施し、平成 26年度

に追加指定できるよう検討をしている。また、指定文化財の説明看板を年間数基設置してい

るが、その設置数が尐ないことから看板設置のあり方を含め、検討が必要とされる。 

○本市の芸術・文化関係において、国の重要無形民俗文化財指定の「烏山の山あげ行事」を始

めとして、国・県・市指定の貴重な文化財等が数多くあることから、今後、各地に伝承する

民俗芸能の普及や後継者育成等の見直し検討が必要とされる。 

○埋蔵文化財においては、長者ヶ平官衙遺跡の確認調査、烏山城跡の調査概要についてまとめ

た概要報告書を作成した。特に烏山城跡については、その範囲が広いことから今後も継続的

な調査と周知活動を進めることが必要とされる。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○本市の文化財保護事業について、「烏山の山あげ行事」をはじめ、民俗文化財の保存・継承、

また、史跡公園、指定文化財の管理・保護に努める。 

○平成 21 年２月 12 日国史跡指定となった「長者ヶ平官衙遺跡附東山道跡」については、市の

貴重な国指定史跡であり、「長者ヶ平官衙遺跡附東山道跡保存管理計画書」に基づき保存保



- 57 - 

護に努めている。昨年度からは今後の活用方針について｢長者ヶ平官衙遺跡附東山道跡基本構

想｣を策定し、検討を進める。また、国史跡指定５周年を記念し、史跡の価値について市民に

広く周知したい。 

また、烏山城跡についても、これまで進めてきた烏山城跡の確認調査成果を含めたﾊﾟﾝﾌﾚｯ

ﾄを作成し、調査成果等の講演会を開催し、貴重な文化遺産を市民に広く周知したい。 

○埋蔵文化財においては、昨年度に引き続き、遺跡の保護、保存を目的とした長者ヶ平官衙遺

跡の史跡指定地内の未調査地区の確認調査を進めたい。 

○市内に残るｸｼﾞﾗや貝化石等が産出する地形や地質を守りながら、観光や学習に活用する那須

烏山市版ｼﾞｵﾊﾟｰｸ構想について検討を始めるとともに、市内の自然についての講演会やﾊﾞｽﾂｱ

ｰ、発表会等を行い、広く市民に周知をする。 

 

② 芸術 

 ＜平成 25年度実績＞ 

○市民の文化活動の成果を発表する場として、本年も市文化祭を開催した。期間中は各種の

文化事業を展開し、文化芸術の振興を図った。 

○国や県の文化振興事業を活用し、市内の小中学生を対象とする芸術体験事業（移動音楽教室・

文化芸術体験教室）を開催し、ﾌﾟﾛの演奏家や芸術家の卓越した技術に触れる機会を設けた。 

○市内の文化芸術を振興する団体に助成を行い、円滑な活動ができるよう支援を行った。 

 

ア 文化祭 

開 催 年 月 日 内      容 場 所     

平成 25年 11月 16日 

17日 

市内園児、小中学生、高校や文化団体による文芸、

絵画、書道、写真、生け花、押し花、ちぎり絵、

絵手紙等の作品展示、芸能大会、お茶会、園芸展

（菊、小菊、盆栽、山野草）、囲碁の集い、体験

教室（押し花、書道、まが玉づくり、ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙｱｰﾄ） 

烏山公民館 

烏山体育館 

山あげ烏章館

ほか 

 

イ 移動音楽鑑賞教室等 

開 催 年 月 日 内      容 対象及び場所 

平成 25年６月 24 日 
ﾋﾞﾊﾞ！ﾑｼﾞｶと「よろこびの歌」を歌おう 

声楽とｳﾞｧｲｵﾘﾝ、ﾋﾟｱﾉによるｺﾝｻｰﾄ 

烏山中学校 

全生徒 
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ウ 次代を担う子どもの文化芸術体験事業 

開催年月日 内      容 対象及び場所 

平成 25年９月 25 日 

「谷桃子ﾊﾞﾚｴ団研究所」公演 

「ｸﾗｼｯｸの基本的な動き、歴史」の解説「白鳥の

湖」の公演 

荒川中学校 

全生徒 

平成 25年 10月 11日 
「劇団えるむ」公演 

「ﾊﾞｯｶﾝｺおに」の公演 

江川小学校 

全児童 

 

＜点検及び評価＞ 

○市文化祭については、各種作品展や発表会等に多くの市民が参加され、日頃の活動や練習の

成果を積極的に披露していた。また、家族連れで鑑賞に訪れる姿も多く見られ、市民参加型

のｲﾍﾞﾝﾄとして定着していると思われる。十分な施設や展示ｽﾍﾟｰｽを確保できない状況ではあ

るが、老若男女を問わず、活動発表や作品鑑賞の機会を提供する意味では、文化祭は貴重な

場であることから、今後も継続が必要である。 

 ○小中学校を対象とする芸術体験事業は、本物の文化芸術に触れる機会の尐ない当市の現状を

鑑みると、この時期に優れた文化芸術を体験できることは、子供の情操教育にも有益であり、

貴重な機会であると思われる。低予算でﾌﾟﾛの芸術家を招聘できることは、学校、行政ともに

ﾒﾘｯﾄは大きいが、開催時期や内容等に制約があるため、必ずしも希望通りに開催できるとは

限らず、学校行事や授業の都合で開催できない学校もあることから、行政と学校が事業実施

にあたり緊密に連携を取っていく必要がある。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○市文化祭については、市文化協会・市内の学校関係（幼稚園・保育園・小学校・中学校・県

立学校）からなる運営委員会を組織して準備を行い、10 月 25・26 日を中心日として、11 月

中旪まで各種行事を展開する。 

 ○芸術体験事業は、開催希望のあった学校で各種公演を実施する。   

荒川小学校（巡回演劇公演）・下江川中学校（移動音楽鑑賞教室）・七合小学校（文化芸術

による子供の育成事業） 

 

③ 資料館 

＜平成 25年度実績＞ 

 ○烏山郷土資料館は、東日本大震災で受けた建物被害により大部分を立入禁止とし、一部での

み展示を行った。また、展示・保管をしていた大部分の資料（寄託資料・民俗資料・衣裳類・

古文書・絵図面等）は、建物倒壊による亡失や散逸を防ぐため、廃校となっている七合中学

校へ移管し保管に努めた。 

○資料館機能の充実については、「まちづくりﾌﾟﾗﾝ11ﾌﾟﾗｽ２」において「那須烏山市歴史資料
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館（仮称）基本構想」を策定し、所蔵資料の保護・保存・公開を前提とした資料館機能の基

本方針について検討を行った。 

 

ア 烏山郷土資料館 

   ○ 収蔵資料数（平成 26年３月 31日現在） 

歴史資料  2,052点  （寄贈 1,392 点  寄託 660点） 

考古資料    62点  （寄贈   57 点  寄託  ５点） 

民俗資料  1,447点  （寄贈 1,397 点  寄託  50点） 

   ○郷土資料館の機能 

    ａ 郷土資料（民俗資料、考古資料）の収集、整理、保存及び公開展示 

    ｂ 郷土資料の調査・研究 

    ｃ 児童・生徒の郷土学習指導・援助 

    ｄ 文化財愛護思想の普及 

   ○入館者数 

開館日数 入館者数 
比較 １日あたり 

入館者数 前年度 増減 

159 331 321 10 2.08 

※ 平成 23年３月 11日の東日本大震災により被災したため､同日より休館。 

同年６月 21 日部分再開 

   

イ 旧单那須歴史民俗資料館収蔵資料（資料は旧七合中学校校舎に保管） 

   ○収蔵資料数（平成 26年３月 31日現在） 

歴史資料  150 点  （寄贈  80点  寄託 70点） 

考古資料   60点  （寄贈  60点  寄託 ０点） 

民俗資料  820 点  （寄贈 780点  寄託 40点） 

   ○総入館者数（開館から閉館まで） 

    開館日数 4,993 日 入館者数 26,252人  1日あたり入館者数 5.26人 

    会館期間 昭和 57年 10月 28日～平成 23 年３月 10日 

※ 平成 23 年３月 11 日の東日本大震災により本館が北側に傾斜し、復旧の見込みがた

たないため閉鎖。解体撤去の上、平成 25年２月 28日に借地を返還した。 

  

＜点検及び評価＞ 

○市内に２箇所ある資料館は、東日本大震災により大きく被災したため、昨年度、单那須歴史

民俗資料館は解体し、所有者に返還した。烏山郷土資料館は、２階部分が大きく被災したた

め、一部のみで開館している状況であり、貴重な文化財等の展示・公開施設（資料館や展示

施設等）の充実は今後の緊急な課題となっている。 

なお、両資料館に保管していた特に貴重な資料（寄託資料・古文書・絵図資料等）は、旧

七合中学校の空き教室を借用し、保管・保護を図っている。これらの状況に鑑み、資料の保
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存・管理のための収蔵施設の在り方についても、早急な対応が必要となっている。 

○平成 25年度に取りまとめた「那須烏山市歴史資料館（仮称）基本構想」においては、新たな

資料館を烏山市街地に整備することで検討を行ったが、施設の整備場所については３箇所の

候補地について、それぞれﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄを抽出したが、候補地を一箇所に絞ることができな

かった。これらの課題は、市の観光・まちづくり等の計画とも密接に関わることから、平成

26年度にも引き続き検討することとした。 

 

＜平成 26年度活動状況＞ 

○資料館については、既存施設との調整、施設の規模を検討しながら、候補地を一箇所に選定

して、「(仮称)歴史資料館整備基本計画」を策定するため検討を進めている。 

○収蔵品の保護・保存は喫緊の課題のため、９月補正予算に計上して、旧七合中学校の教室を

改装し、空調・遮光等に配慮した保存収蔵庫を整備することとした。 

○烏山郷土資料館について、震災後の建物务化や被害拡大の恐れがあるため、建物の診断を実

施して、今後の運営について検討することとした。 
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第２章 教育委員会事務点検・評価会議のまとめ 

この点検・評価報告書は、教育委員会会議、教育委員会の活動状況、主な事業の取組状況ごと

に事務事業内容を把握し、自己評価を実施している。教育委員会の全体を見ても、その内容につ

いては教育委員会での様々な意見を取り入れて、適正に事務事業を実施していると認められる。 

なお、本市の教育に関わる基本計画として策定された、｢那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ｣を基本と

して事務事業を推進していただきたい。 

 

那須烏山市の教育の充実のために、本市独自の事業も数多く実施され、積極的な教育施策が展

開されており、他市町に誇れる教育行政であると伺われる。しかし、新たな事業はもとより、継

続事業についても、学校及び保護者、教育関係団体等との意見交換をしながら、随時、事業の点

検・見直し等の検討を行い事業の改善に努めるとともに、市民から信頼される教育行政を推進し

ていただきたい。 

 

 社会が急激に変化するなかで、本市教育行政においても将来を見据えた計画的施策を展開する

必要があると思われる。特に、今後ますます尐子化が進行していくと思われるので、教育の機会

均衡を最優先として各種の政策に対応していただきたい。また、学校施設等安全・安心対策につ

いては、学校設備等の保守点検はもとより台風、竜巻等自然災害に対する補強等について配慮し

ていただきたい。 

 

 生涯学習事業については、社会情勢の変化に伴い、社会教育、公民館活動共にその学級・講座

等のﾒﾆｭｰも多種多様化していることから、各々の講師や指導者の確保が困難であると予想される。

今後、講師や指導者についても、より専門的な研修会を実施するなどして、参加者ﾆｰｽﾞに対応で

きる講師や指導者の育成を図る必要があると思われる。 

 

 ｽﾎﾟｰﾂ振興については、毎年市民のﾆｰｽﾞに対応した各種ｽﾎﾟｰﾂ大会やｽﾎﾟｰﾂ教室が開催されるなど、

子どもから高齢者まで多くの市民がｽﾎﾟｰﾂに親しんでいることが伺われる。今後も、ｽﾎﾟｰﾂ指導員

等の育成強化を図り、子どもから高齢者まで参加できるｽﾎﾟｰﾂ活動の機会提供に積極的に取り組ん

でいただきたい。 

 

芸術・文化事業においては、特に市には、民族文化財や史跡などが多数存在するため、それら

の保護、保存、継承等について慎重に検討していいただきたい。 

 

 

  以上、総括的に意見を述べたが、種々の事業について次の意見を付しまとめとする。 
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◆ 教育委員会 

教育委員は、教育委員会議のほか、市の教育施策を熟知し、学校行事、教育関係各種大会・市

行事等の参加により教育関係はもちろん、市政の実態把握や情報の収集を図るとともに、教育委

員会事務局との連携も図りながら、本市の教育行政の活性化に努めていただきたい。 

 

◆ 学ぶ機会の確保 

平成 20年度から実施の「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進事業」をはじめ、「ｻﾀﾃﾞｰｽｸｰﾙ事業」、「中学生海

外派遣事業」等、那須烏山市独自の特色ある事業展開により、豊かな知性と人間味あふれる健や

かな心身を兼ね備えた創造力豊かな人材育成が期待できるものと伺える。今後は、学校や関係者

等との検討会等を通して、各事業の細部を再点検しながら、効率的・効果的な各種事業の展開を

図っていただきたい。 

 

◆ 教育環境の整備 

本市独自に学級支援員・生活支援員を配置することにより、教員の負担軽減と学習意欲の向上

が図られたと評価できる。また、「奨学金制度」については、平成 20年度から全国でも稀である

「奨学金の給付方式」が実施されたことから、賛否両論の意見はあるものの、この制度利用者に

おいては教育を受ける機会が与えられ、将来本市及び社会に有益な人材育成のための一助となる

ものと判断され、今後もこれらの事業の推進に努めていただきたい。なお、市奨学金に充ててい

る国債購入による利子の運用については、平成 29年度に満期となるため早期に検討いただきたい。 

学校施設や学校設備の工事・修繕等については毎年実施され、学校環境整備が計画的に行われ

ているところであるが、今後も計画的に推進していただきたい。 

  

◆ 教職員の指導力の向上 

 全国学力・学習状況調査について、全国的にその公表・非公表が報道されたが、この調査目的

は、結果分析を利用しての指導法の工夫改善をすることであり、本市の公表の方法、結果の分析、

指導の手引き作成等は、この調査の趣旨に沿っており、各学校における指導法の工夫改善、及び

指導力の向上に大きく貢献できたものと推察される。 

また、学校訪問や教職員研修の実施状況から、教職員の指導力・資質の向上が期待できると思

うが、今後もより効果的な研修会等を企画し、教職員の更なる指導力・資質の向上に努めていた

だきたい。 

 

◆ 25年度各学校の教育活動の評価 

各学校において、校長を中心に特色ある教育を展開しているところであるが、学校評価を通し

て、その成果と課題や改善点を明確にし、学校運営、教育活動の改善と充実に努めていただきた

い。 
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◆ 生涯学習活動 

社会教育・公民館活動等、様々な講座や教室を開催しているところであるが、現在の多様化す

る市民の学習ﾆｰｽﾞに対応するため、事業活動の企画や参加者の集客について相当な努力が伺われ

る。今後も各々の講座や教室の内容等を再検討しながら更なる努力をしていただきたい。また、

地域づくりを推奨するため、世代間交流や地域間交流が図れる事業の展開を検討されたい。特に、

公民館活動については、市公民館と地区館の位置付けを明確にし、均衡のとれた人的体制や活動

の展開についても、早急に改善していただきたい。 

 

◆ ｽﾎﾟｰﾂ振興 

 健康づくりや体力づくりを目的としたｽﾎﾟｰﾂやﾚｸﾚｰｼｮﾝの関心については、特に高齢者層の健康

づくりの意欲が高まっている。今後、時代に即したｽﾎﾟｰﾂ大会やｽﾎﾟｰﾂ教室を開催するなど、市民

の意見を聞きながら各関係者と連携を図り、市民のための健康づくりや体力づくりの機会の提供

に努めていただきたい｡また、現在、閉館している单那須武道館について、市全体の施設の在り方

等を含めて早急に検討していただきたい。 

 

◆ 文化振興 

文化財保護事業については、市の貴重な財産である史跡・文化財等の管理・保護に努めていた

だくとともに、市民はもちろん広く県内・外にも紹介できるよう PR活動にも努めていただきたい。 

また、解体した单那須歴史民族資料館及び一部閉館している烏山郷土資料館については、貴重

な地域の文化財を適切に保全及び管理していくことが喫緊の課題であることを十分に認識され、

その在り方や整備について早急に対応していただきたい。 
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１ 専門委員 （元公立学校長）    綱 川 陽 一 

２ 専門委員 （元公立学校長）    増 渕 け い 

３ 専門委員 （元那須烏山市職員）  駒 場 不二夫 

４ 事務局職員（教育長）       池 澤   進 

５ 事務局職員（学校教育課長）    網 野   榮 

６ 事務局職員（生涯学習課長）    佐 藤 新 一 

７ 事務局職員（文化振興課長）    両 方   裕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会事務点検・評価会議名簿 

 

◇那須烏山市教育委員会◇（那須烏山市役所南那須庁舎内） 

 

〒321－0595 栃木県那須烏山市大金 240   FAX 0287－88－2027 

     

 ○学校教育課 TEL 0287－88－6222

 

 

○生涯学習課 TEL 0287－88－6223 

 

 

○文化振興課 TEL 0287－88－6224 
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